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西
鶴
作
品
教
材
化
の
背
景
と
「
古
典
教
育
」
観

―
藤
村
作
の
中
学
国
語
教
科
書
編
集
と
近
世
作
品
教
材
の
例
よ
り
―

大
久
保　

順　

子

井
原
西
鶴
作
品
、
殊
に
「
世
界
の
借
家
大
将
」
や
「
大
晦
日
は
あ
は
ぬ
算
用
」
等
の
作
品
が
国
語
教
科
書
の
教
材
と
な
っ
た
経
緯
に

つ
い
て
は
、
作
品
の
性
格
・
文
体
・
作
家
に
関
す
る
文
学
観
の
変
遷
、
ま
た
戦
前
か
ら
戦
後
及
び
平
成
の
今
日
に
至
る
様
々
な
論
争
の

背
景
か
ら
眺
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
西
鶴
作
品
を
「
古
典
教
材
と
す
る
こ
と
の
可
否
」、
あ
る
い
は
「
文
体
の
難
し
さ
」
等
の
特
質
を
踏

ま
え
て
教
材
と
し
て
い
か
に
指
導
す
る
か
、
等
の
様
々
な
問
題
は
、『
源
氏
物
語
』
教
材
化
問
題（
１
）の

例
の
よ
う
に
、
戦
前
か
ら
多
く
指
摘

さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
戦
前
の
国
語
教
科
書
編
集
等
で
活
躍
し
た
藤
村
作
の
国
語
教
育
観
と
西
鶴
を
含
む
国
語
教

材
の
例
を
中
心
に
、
学
習
教
材
と
な
っ
た
近
世
文
学
作
品
や
西
鶴
作
品
に
何
が
求
め
ら
れ
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
、
文
学
研
究
観
と
国

語
教
育
観
の
両
面
か
ら
考
察
を
行
い
た
い
。

一
、
西
鶴
作
品
の
古
典
教
材
化
の
前
景

戦
前
の
教
科
書
に
お
け
る
西
鶴
作
品
の
採
用
状
況
に
関
す
る
有
働
裕
や
堀
切
実
の
調
査（
２
）に
よ
る
と
、
最
も
初
期
の
『
国
文
読
本
』（
自



2

治
館
、
明
44
）
巻
十
「
世
界
の
借
家
大
将
」（『
日
本
永
代
蔵
』）
を
は
じ
め
と
し
て
、
以
下
昭
和
十
八
年
ま
で
の
教
材
化
の
中
で
、
既
に

「
教
科
書
に
比
較
的
に
よ
く
採
ら
れ
る
」
章
話
の
傾
向
が
表
れ
て
い
る
。『
改
訂
中
等
新
国
文
』（
藤
村
作
・
島
津
久
基　

至
文
堂
、
昭

９
）
巻
九
等
に
み
ら
れ
最
も
採
用
例
の
多
い
「
世
界
の
借
家
大
将
」
や
、『
国
文
』（
岩
波
書
店
、
昭
12
）
等
の
「
大
晦
日
は
あ
は
ぬ
算

用
」（『
西
鶴
諸
国
ば
な
し
』）
以
外
で
は
、
例
え
ば
『
帝
国
新
国
文
』（
藤
村
作
、
帝
国
書
院　

昭
８
）
巻
十
「
安
立
町
の
隠
れ
家
」（『
万

の
文
反
古
』）、『
新
中
学
国
文
』（
鈴
木
敏
也　

目
黒
書
店　

昭
14
）
巻
十
「
蚤
の
籠
ぬ
け
」（『
西
鶴
諸
国
ば
な
し
』）
等
の
作
品
も
み
ら

れ
る
。
ま
た
、
西
鶴
作
品
教
材
の
採
用
さ
れ
る
旧
制
中
学
や
高
等
女
学
校
の
国
語
教
科
書
の
編
集
に
、
鈴
木
敏
也
・
藤
村
作
・
潁
原
退

蔵
・
能
勢
朝
次
・
藤
井
乙
男
と
い
っ
た
当
時
の
近
世
文
学
研
究
者
が
多
く
関
わ
っ
て
い
る
点
も
注
目
さ
れ
る
。

昭
和
初
年
代
の
中
で
も
昭
和
六
年
は
、
あ
る
「
記
念
す
べ
き
年
」
で
あ
っ
た
。

本
年
は
西
鶴
が
好
色
一
代
男
を
だ
し
て
、
浮
世
草
子
と
い
ふ
新
小
説
を
創
め
た
天
和
二
年
か
ら
二
百
五
十
年
に
当
る
と
い
ふ
訳

で
、
東
京
で
は
小
説
家
の
歴
々
が
西
鶴
全
集
の
現
代
語
訳
を
だ
し
、
大
阪
で
は
西
鶴
展
覧
会
が
朝
日
新
聞
の
後
援
で
三
越
に
開
か

れ
、
エ
ロ
物
流
行
の
際
と
て
、
明
治
二
十
五
六
年
頃
紅
葉
露
伴
等
に
よ
つ
て
西
鶴
が
復
活
し
て
以
後
、
再
び
世
間
の
注
意
を
ひ
く

事
に
な
つ
た
。（
藤
井
紫
影
「
西
鶴
の
好
色
本
と
遊
女
評
判
記（
３
）」）

こ
の
「
展
覧
会
」
に
つ
い
て
は
『
西
鶴
記
念
展
覧
会
目
録
』（
昭
和
六
年
六
月
十
五
日
よ
り
同
月
廿
一
日
ま
で
、
会
場　

東
京
・
日
本
橋

三
越（
４
））

が
残
さ
れ
て
い
る
。
潁
原
退
蔵
は
昭
和
六
年
五
月
の
『
大
阪
朝
日
新
聞
』
の
「
西
鶴
の
大
衆
化（
５
）」

と
題
し
た
文
章
に

凡
そ
今
日
中
等
程
度
の
国
文
教
科
書
で
「
永
代
蔵
」
か
「
胸
算
用
」
の
一
篇
く
ら
ゐ
を
そ
の
中
に
加
へ
て
ゐ
な
い
も
の
は
殆
ど
な

い
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ほ
ど
西
鶴
の
名
は
国
民
的
に
な
つ
て
ゐ
る
。（
※
引
用
箇
所
の
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
。
以
下
も
同
）

と
記
し
た
。
藤
井
の
指
摘
す
る
「
明
治
二
十
五
六
年
頃
」
の
「
紅
葉
露
伴
等
」
に
よ
る
所
謂
「
西
鶴
文
学
復
活
」
と
は
、
好
色
本
を
「
俳

諧
の
意
を
含
み
た
る
勧
善
懲
悪
の
物
語
」
と
謳
い
つ
つ
所
収
し
た
帝
国
文
庫
『
西
鶴
全
集 

上
巻
』
刊
行
の
頃
で
あ
る
。
そ
の
帝
国
文
庫

本
の
発
禁
事
件
（
明
治
二
十
七
年
七
月
五
日
）
に
対
し
、
水
谷
不
倒
や
島
村
抱
月
は
『
早
稲
田
文
学
』
に
批
判
を
寄
せ（
６
）、

当
時
の
新
聞

に
も
「
元
禄
文
学
其
物
は
明
治
政
府
の
為
に
明
治
社
会
と
の
交
通
を
遮
断
せ
ら
れ
た
り
と
い
ふ
も
殆
ど
大
過
な
き
な
り
、
こ
れ
文
学
社

会
に
取
り
て
兎
も
角
も
一
大
問
題
に
あ
ら
ず
や
」「
余
輩
は
必
し
も
元
禄
文
学
に
心
酔
す
る
者
に
あ
ら
ず
（
中
略
）
と
雖
も
（
中
略
）
文
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学
の
独
立
の
為
め
出
版
の
自
由
の
為
に
頗
る
慨
嘆
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
な
り
」（
Ｇ
．
Ｒ
．
生
「
西
鶴
全
集
の
発
売
禁
止
」、『
讀
賣
新
聞
』

明
治
二
十
七
年
七
月
九
日
）
と
い
っ
た
記
事（
７
）が
寄
せ
ら
れ
た
り
し
た
。

自
然
主
義
作
家
に
よ
る
西
鶴
の
「
文
学
的
」
評
価
が
進
む
に
つ
れ
て
の
、「
文
壇
を
中
心
と
し
た
西
鶴
ブ
ー
ム
と
で
も
言
う
べ
き
西
鶴

熱
の
高
ま
り（
８
）」
は
、
未
だ
「
元
禄
文
学
」
の
市
民
権
乏
し
き
感
あ
り
の
こ
う
し
た
時
期
を
経
て
後
の
こ
と
に
な
る
。
明
治
末
〜
大
正
時

代
に
訪
れ
た
一
連
の
「
文
学
教
育
」
の
趨
勢
に
お
け
る
古
典
〜
近
代
の
様
々
な
「
文
学
作
品
の
教
材
化
」
の
中
で
、
西
鶴
の
作
家
性
や

作
品
に
対
し
て
自
然
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
作
家
論
的
な
要
素
が
当
時
の
研
究
者
ら
に
評
価
さ
れ
、
教
育
・
文
化
・
研
究
の
各
分
野
に
お
け

る
「
西
鶴
」
と
い
う
「
文
学
」
の
扱
い
が
拡
が
っ
て
い
く
。
昭
和
初
期
の
全
集
出
版
ブ
ー
ム
と
『
有
朋
堂
文
庫
』『
日
本
古
典
全
集
』
等

の
シ
リ
ー
ズ
で
の
西
鶴
作
品
テ
キ
ス
ト
化
に
み
ら
れ
る
、
出
版
文
化
面
か
ら
見
た
「
古
典
作
品
本
文
の
一
般
的
普
及
」
の
趨
勢（

９
）も

、
そ

の
背
景
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
出
版
規
制
上
、『
一
代
女
』『
五
人
女
』
等
の
描
写
場
面
の
本
文
の
「
伏
字
」
の
処
理
も
少
な
く
な

く
、
活
字
翻
刻
で
全
文
を
読
む
こ
と
の
困
難
さ
は
あ
る
も
の
の
、
明
治
二
十
年
代
の
帝
国
文
庫
や
紅
葉
露
伴
の
頃
と
は
時
代
を
画
し
た

西
鶴
作
品
（
及
び
古
典
作
品
）
本
文
の
「
大
衆
化
」
が
、
昭
和
六
年
頃
に
は
進
ん
で
い
た
。
戦
前
の
西
鶴
作
品
の
教
材
採
用
の
前
景
と

し
て
、
ま
ず
そ
う
し
た
作
品
受
容
の
状
況
を
踏
ま
え
て
お
く
。

二
　
国
語
教
科
書
の
背
景
と
し
て
の
「
教
材
観
」
の
議
論

大
正
期
〜
昭
和
初
期
は
、
片
上
伸
『
文
芸
教
育
論
』
等
の
風
潮
を
受
け
て
国
語
教
科
書
で
の
「
文
芸
作
品
の
教
材
化
」
が
進
み
、
ま

た
そ
の
是
非
に
つ
い
て
の
各
界
の
議
論
が
盛
ん
な
頃
で
も
あ
っ
た
。
片
上
の
「
人
間
の
道
徳
生
活
に
対
し
て
最
も
微
妙
な
、
甚
深
な
、

根
本
的
永
久
的
な
感
化
を
有
す
る
も
の
は
文
芸
で
あ
つ
て
、
そ
の
力
に
依
つ
て
、
教
育
の
根
本
的
総
合
的
な
事
業
が
成
遂
げ
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」（『
八
大
教
育
主
義
』、
大
10
））
₁₀
（

と
い
っ
た
主
張
に
基
づ
く
「
文
学
尊
重
」
が
謳
わ
れ
た
時
期
で
あ
る
。
片
上
の
主
張

は
、
当
時
隆
盛
し
た
オ
イ
ケ
ン
の
「
人
格
主
義
」
的
唯
心
論
と
ベ
ル
グ
ソ
ン
哲
学
の
影
響
を
受
け
て
、
明
治
期
の
坪
内
逍
遥
『
文
芸
と

教
育
』
の
「
読
書
の
教
育
的
功
罪
」
の
目
録
化
自
体
を
否
定
し
、
児
童
の
「
人
格
」「
生
命
」
の
創
造
に
つ
な
が
る
「
綜
合
的
」
な
「
文
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芸
」
の
世
界
の
読
書
行
為
を
称
揚
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
言
説
に
は
「
文
学
者
を
人
格
で
評
価
す
る
視
点
と
教
師
の
人
格
を
重
視
す

る
視
点
が
同
時
発
生
的
に
出
現
し
て
い
る）
₁₁
（

」
特
色
が
あ
る
こ
と
が
今
日
も
評
価
さ
れ
て
い
る
。

当
時
の
保
科
孝
一
ら
国
語
研
究
会
編
の
雑
誌
『
国
語
教
育
』
に
は
、
大
正
期
の
国
語
「
教
材
観
」
議
論
の
諸
相
が
窺
え
る
。『
国
語
教

育
』
第
７
巻
第
11
号
の
特
集
「
何
を
読
ま
し
む
べ
き
か
の
研
究）
₁₂
（

」
は
、
国
語
教
科
書
に
ふ
さ
わ
し
い
教
材
と
指
導
内
容
と
は
何
か
と
い

う
議
論
の
一
例
と
い
え
よ
う
。
寄
稿
者
は
垣
内
松
三
・
清
水
実
・
瀬
尾
武
次
郎
（「
現
代
文
に
つ
い
て
」）・
寿
美
金
三
郎
・
松
浦
一
（「
国

語
教
育
の
使
命
」）
で
あ
る
。
以
下
、
主
要
な
指
摘
の
部
分
を
抜
粋
し
て
み
る
。

• 「
一
は
文
学
史
的
考
察
、
二
は
文
学
論
的
考
察
で
あ
る
」「
そ
の
内
容
は
文
学
史
的
時
期
区
分
の
中
に
あ
る
が
如
く
に
し
て
実
は

全
図
的
に
螺
線
的
に
日
本
文
学
の
全
体
を
向
上
せ
し
め
て
中
学
教
育
に
於
け
る
国
語
教
育
の
理
想
を
実
現
す
る
こ
と
と
な
る
」

「
国
語
教
科
書
の
教
材
は
『
文
』
で
あ
る
」「
教
材
選
択
の
考
察
に
於
て
所
謂
文
芸
的
教
材
に
対
し
て
言
語
教
育
を
重
ん
じ
る
教

材
、
理
智
的
教
材
又
は
修
養
的
教
材
が
対
立
し
、
そ
の
過
多
も
し
く
は
過
小
を
表
明
す
る
理
由
の
根
柢
に
は
、
素
材
の
区
分
、

内
容
の
偏
見
、
形
式
の
偏
重
の
如
き
不
徹
底
な
る
見
解
の
横
は
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
も
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」「
我
が
国

語
教
育
又
は
研
究
の
基
礎
的
学
科
と
し
て
の
文
学
概
論
の
研
究
の
缺
如
せ
る
を
遺
憾
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
」（
垣
内

松
三
「
教
材
選
択
の
一
考
察
」）

• 「
国
語
科
に
は
、
１
読
解
力
の
養
成　

２
文
学
鑑
賞
力
の
養
成　

３
国
民
的
精
神
の
養
成
と
い
ふ
三
大
使
命
の
存
す
る
こ
と
」

「
従
来
の
又
今
日
の
教
育
の
欠
陥
の
た
め
に
、
我
国
で
は
大
政
治
家
・
大
法
律
家
・
大
科
学
者
と
目
せ
ら
れ
る
人
、
其
他
斯
道
の

大
家
を
以
ゆ
る
さ
れ
る
人
で
も
、
源
氏
物
語
・
枕
草
紙
の
何
も
の
か
も
知
ら
ね
ば
、
況
ん
や
近
松
、
西
鶴
の
何
も
の
か
を
も
弁

へ
ぬ
の
で
あ
る
」「
中
等
学
校
で
国
民
文
学
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
だ
け
で
も
味
は
は
せ
て
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
」（
清
水
実
「
中
等
学

校
」
に
お
け
る
国
語
科
の
使
命
）

議
論
の
中
に
は
「
文
芸
的
教
材
」
で
あ
る
古
典
作
品
の
扱
い
、
目
標
と
し
て
の
「
国
民
文
学
」
の
視
点
、
等
が
絡
ん
で
い
る
。
こ
う
し

た
「
文
芸
教
育
」
観
へ
の
反
応
と
し
て
同
誌
第
９
巻
第
８
号
（
大
13
・
８
）
に
は
、
文
芸
的
教
材
の
「
鑑
賞
ま
で
の
態
度
」
に
至
る
読

解
の
要
諦
を
「
１
文
章
本
位
の
取
扱
い
・
２
背
景
の
描
出
・
３
気
分
の
把
捉
・
４
作
者
の
想
定
・
５
直
観
的
な
る
こ
と
・
６
朗
読
・
７
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リ
ズ
ム
の
教
授
・
８
批
判
・
９
芸
術
的
表
現
」
と
す
る
「
文
芸
的
材
料
の
取
扱
」（
大
旗
祐
吾
「
国
語
読
本
の
文
芸
的
材
料
に
つ
い
て）
₁₃
（

」）

と
い
っ
た
論
調
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
当
時
、
既
に
中
学
用
『
大
正
読
本
』（
大
日
本
図
書
、
大
１
・
10
）
や
島
津
久
基
共
編
『
国
文
新
読
本
』（
至
文
堂
、
大
10
・
10
）

の
他
、『
師
範
学
校
新
読
本
』（
大
日
本
図
書
、
大
４
・
11
）
や
『
女
子
国
語
読
本
』（
大
日
本
図
書
、
大
７
・
12
）
等
の
国
語
教
科
書
編

集
に
携
わ
っ
て
い
た）
₁₄
（

藤
村
作
は
、『
国
語
教
育
』
第
７
巻
第
６
号
（
大
11
・
６
）
の
「
国
語
教
育
の
改
善）
₁₅
（

」
に
、「
文
章
及
び
文
章
意
識

の
変
化
」
に
伴
う
「
教
材
の
改
善
」
を
求
め
る
主
張
を
行
う
。
同
号
の
金
子
彦
次
郎
「
三
元
的
国
語
教
授
」、
続
く
第
７
号
（
大
11
・

７
）
の
桑
木
厳
翼
「
中
等
教
育
の
国
語
科
」
と
金
子
筑
水
「
国
語
教
授
に
就
い
て
」
と
共
に
、
誌
面
に
は
複
数
の
学
識
経
験
者
各
々
の

国
語
読
本
教
材
観
や
教
育
観
が
続
々
と
開
陳
さ
れ
、
論
争
の
様
相
を
呈
し
た
。
前
述
第
11
号
の
寿
美
金
三
郎
「
桑
木
、
金
子
、
藤
村
、

金
子
四
教
授
の
説
を
読
み
て）
₁₆
（

」
の
整
理
に
よ
る
と
、
中
等
学
校
国
語
で
は
言
語
学
的
「
古
文
学
」
と
「
古
文
辞
」
解
釈
を
「
国
語
科
の

本
體
」
と
す
べ
き
と
い
う
桑
木
に
対
し
て
、「
文
芸
」
教
材
指
導
を
擁
護
す
る
他
の
三
博
士
、
と
い
う
構
図
が
捉
え
ら
れ
る
。
桑
木
の

「
殆
ど
課
目
外
の
読
物
的
の
意
味
で
、
又
作
文
の
稽
古
の
意
味
で
」
現
代
文
を
「
学
生
が
暇
に
雑
誌
か
何
か
で
読
め
ば
十
分
で
あ
る
」
と

い
う
意
見
に
対
し
、
藤
村
は
「
今
日
の
国
語
読
本
の
材
料
は
、
も
つ
と
現
代
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」「
そ
の
一
応
の
理
解
会
得

を
基
礎
と
し
て
、
も
っ
と
深
く
深
り
下
げ
さ
せ
る
に
は
是
非
教
師
た
る
先
導
者
を
要
す
る）
₁₇
（

」
と
主
張
し
、「
今
の
教
育
界
は
余
り
に
現
代

文
学
に
対
し
て
毛
嫌
ひ
し
て
ゐ
る
」「
現
代
の
国
民
生
活
に
最
も
関
係
の
密
な
現
代
文
学
や
近
世
文
学
に
就
い
て
は
殆
ど
無
知
識
の
人

が
少
く
な
い
。
国
語
の
教
師
と
し
て
こ
れ
で
は
甚
だ
寒
心
の
至
り
」
と
も
述
べ
て
い
る
。
大
正
期
の
言
説
に
お
い
て
、
藤
村
が
現
代
文

学
教
材
を
排
除
す
る
の
で
は
な
く
「
積
極
的
に
進
ん
で
、
そ
の
有
害
無
益
な
も
の
か
ら
選
択
さ
れ
た
教
材
を
与
へ
、
教
師
は
十
分
の
理

解
を
以
て
正
し
く
生
徒
を
そ
の
中
か
ら
指
導
し
て
、
自
ら
選
択
批
判
の
標
準
を
得
さ
せ
る
や
う
に
す
る
」
必
要
性
を
主
張
し
て
い
る
こ

と
に
は
、
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
実
際
、
彼
は
後
述
の
『
大
正
読
本
』
等
で
当
時
の
近
現
代
文
学
作
品
を
積
極
的
に
教
材
利
用

し
て
い
る
。
な
お
、「
四
教
授
の
説
を
読
み
て
」
の
寄
稿
者
の
寿
美
は
愛
知
県
の
旧
制
中
学
教
員
で
あ
り
、
藤
村
等
の
「
現
代
文
教
材
」

擁
護
の
意
見
を
受
け
て
文
芸
的
教
材
利
用
を
支
持
し
、「
毛
嫌
ひ
す
る
」
教
師
が
「
現
代
文
と
言
へ
ば
直
ち
に
軟
文
学
と
誤
解
」
す
る
こ

と
、
む
し
ろ
「
現
代
文
は
教
師
の
あ
ら
が
見
え
易
い
」
こ
と
等
、
指
導
現
場
の
見
地
か
ら
の
批
判
を
行
っ
て
い
る
。
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リ
ベ
ラ
ル
な
傾
向
を
強
め
る
「
文
芸
教
育
」
に
対
し
て
、
藤
村
作
が
著
し
く
批
判
的
な
言
説
を
強
め
る
の
は
、
む
し
ろ
こ
の
後
の
こ

と
で
あ
る
。
関
東
大
震
災
に
よ
る
凄
絶
な
被
災
で
喪
わ
れ
た
大
量
の
古
典
籍
資
料
へ
の
哀
惜
、
日
本
の
文
献
文
化
復
興
の
痛
切
な
希
求
、

さ
ら
に
そ
の
震
災
直
後
の
全
集
出
版
ブ
ー
ム
に
よ
る
文
学
作
品
の
大
量
出
版
と
「
大
量
消
費
」
及
び
「
商
品
化
」
の
危
機
、
と
い
っ
た

昭
和
初
期
の
急
激
な
変
化
の
状
況
が
、
そ
の
批
判
の
背
景）
₁₈
（

に
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
昭
和
四
年
の
藤
村
作
・
島
津
久
基
共
編
の
中
学
教
科

書
『
新
選
中
等
國
文
』（
至
文
堂）
₁₉
（

）
の
巻
一
の
巻
頭
「
は
し
が
き
」
に
は
、
次
の
文
章
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

 

現
行
中
等
国
語
読
本
の
趨
勢
で
、
最
も
著
し
い
こ
と
は
、
現
代
文
の
量
の
非
常
に
多
く
な
つ
た
こ
と
ゝ
、
そ
の
現
代
文
の
多
数

が
芸
術
的
な
文
章
で
あ
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
教
育
上
の
見
地
か
ら
い
へ
ば
、
芸
術
的
鑑
賞
に
由
っ
て
情
操
の
陶
冶
に
資

せ
ん
と
す
る
教
材
が
甚
だ
多
く
な
つ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
一
寸
見
る
と
文
芸
読
本
と
い
ふ
相
を
示
し
て
を
り
ま
す
。
こ

れ
は
全
く
正
し
い
行
き
方
で
せ
う
か
。（
一
行
空
白
）

 

国
民
教
育
に
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
三
千
年
来
国
民
の
間
に
流
れ
て
ゐ
る
伝
統
精
神
の
理
解
と
、
世
界
を
横
に
貫
い
て
ゐ
る
現

代
精
神
の
理
解
と
に
在
る
と
思
ひ
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
精
神
の
理
解
に
関
る
中
学
校
の
学
科
目
は
、
前
者
に
修
身
、
歴
史
が
あ
り
、

後
者
に
修
身
、
外
国
語
、
法
制
経
済
等
が
あ
る
と
思
ひ
ま
す
。
け
れ
ど
も
、
こ
れ
等
は
或
狭
い
範
囲
に
限
ら
れ
た
り
、
又
概
念
的

な
取
扱
を
受
け
た
り
す
る
為
に
、
広
く
各
方
面
に
亘
り
、
又
具
體
的
な
事
実
や
、
説
話
に
由
っ
て
、
生
徒
の
深
い
印
象
、
強
い
感

激
を
期
す
る
こ
と
が
難
い
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
缺
を
補
ふ
も
の
に
獨
り
我
が
国
語
科
が
あ
り
ま
す
。
故
に
国
語
読
本
は
こ
の
二

點
に
重
點
を
置
い
て
文
の
内
容
を
精
査
選
擇
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
ひ
ま
す
。
我
等
が
国
語
読
本
の
最
近
の
趨
勢
を
見
て
憂
と
す

る
も
の
ゝ
一
つ
は
、
国
民
性
、
国
民
精
神
に
関
す
る
教
材
の
減
じ
行
く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
国
語
科
の
本
分
か
ら
見
て
大

い
に
戒
心
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
と
信
じ
ま
す
。

 

本
書
は
こ
の
點
に
於
て
は
、
現
趨
勢
と
逆
行
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
か
知
ら
ぬ
が
、
特
に
重
き
を
措
い
て
出
来
る
限
り
紙
数
を

割
い
て
あ
り
ま
す
。
即
ち
古
文
は
主
と
し
て
こ
の
見
地
か
ら
材
料
を
選
み
、
現
代
文
も
、
こ
れ
に
関
す
る
文
章
を
多
く
採
ら
う
と

努
め
て
あ
り
ま
す
。
け
れ
ど
も
抽
象
的
な
説
明
文
に
由
っ
て
概
念
的
教
授
を
行
ふ
こ
と
は
、
効
果
を
大
に
す
る
も
の
で
な
い
と
考

へ
ま
す
か
ら
、
文
学
的
表
現
を
な
し
た
も
の
を
多
く
採
る
方
針
で
編
ん
で
あ
り
ま
す
。（
一
行
空
白
）
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西
鶴
作
品
教
材
化
の
背
景
と
「
古
典
教
育
」
観

 

国
民
の
現
代
生
活
に
於
て
是
非
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
知
識
は
甚
だ
多
く
あ
り
ま
す
。
苟
も
普
通
教
育
を
修
了
し
た
も
の
は
、
社

会
現
象
に
つ
い
て
も
相
当
の
批
判
力
を
持
ち
、
軽
率
な
街
頭
の
論
調
や
、
為
に
す
る
も
の
ゝ
宣
伝
な
ど
に
動
か
さ
れ
な
い
だ
け
の

知
識
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
又
国
際
関
係
の
密
な
今
日
、
国
民
外
交
の
有
力
な
今
日
、
外
交
知
識
も
必
要
で
あ
る
し
、
家
庭
、

思
想
、
産
業
、
食
料
等
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
相
当
の
理
解
を
持
た
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
ひ
ま
す
。
我
が
国
語
科
で
悉
く
こ
れ
等
の

専
門
的
知
識
を
授
け
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
そ
の
重
要
な
も
の
に
就
い
て
常
識
と
し
て
授
け
る
こ
と
は
、
や
は
り
国
語
科

の
負
ふ
べ
き
大
切
な
一
任
務
で
あ
る
と
思
ひ
ま
す
。
本
書
編
纂
に
当
つ
て
は
、
特
に
こ
の
點
を
考
慮
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
我
等

の
理
想
通
り
に
読
本
に
実
現
す
る
こ
と
は
、
現
今
の
教
育
界
の
実
状
が
許
し
ま
せ
ん
の
で
、
先
づ
こ
れ
等
の
點
で
現
代
生
活
を
裨

補
し
得
べ
き
材
料
を
出
来
得
る
だ
け
採
用
す
る
と
い
ふ
程
度
に
止
め
、
改
訂
を
重
ぬ
る
ご
と
に
、
社
会
の
進
歩
に
鑑
み
て
漸
次
に

こ
れ
を
増
加
し
行
く
こ
と
を
期
し
て
居
り
ま
す
。（
一
行
空
白
）

 

所
謂
文
学
的
教
材
を
増
加
し
た
現
勢
に
つ
い
て
は
我
等
は
異
議
を
唱
へ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
軽
浮
蕪
雑
な
現
代
文
壇

の
空
気
と
冗
漫
な
現
代
文
章
の
流
風
と
を
読
本
に
輸
入
す
る
こ
と
は
、
よ
く
〳
〵
注
意
す
べ
き
こ
と
ゝ
思
ひ
ま
す
。
そ
れ
で
本
書

は
文
学
的
鑑
賞
を
主
な
る
目
的
と
し
、
情
操
の
陶
冶
に
資
せ
ん
と
す
る
課
を
多
く
設
け
て
あ
り
ま
す
が
、
不
純
な
内
容
、
銑
練
を

缺
く
文
章
は
採
ら
な
か
つ
た
積
り
で
あ
り
ま
す
。（
一
行
空
白
）

 

要
す
る
に
、
教
育
は
実
行
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
徒
に
理
論
に
流
れ
、
理
想
に
走
る
こ
と
を
避
け
て
、
理
想
を
実
際
に
調
和
し
、

実
際
を
一
歩
理
想
に
近
づ
け
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
編
纂
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
三
年
八
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

編　
　

者

藤
村
は
大
正
期
に
現
代
文
の
指
導
の
必
要
性
を
唱
え
て
い
た
。
し
か
し
昭
和
三
、
四
年
の
時
点
に
お
い
て
は
、
中
等
国
語
教
科
書
の

「
現
代
文
の
量
の
非
常
に
多
く
な
つ
た
こ
と
」「
そ
の
現
代
文
の
多
数
が
芸
術
的
な
文
章
で
あ
る
こ
と
」「「
現
代
」
文
学
流
行
や
小
作
家

養
成
的
な
る
風
潮
」
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
。「
震
災
後
」
の
伝
統
文
化
や
文
献
の
断
絶
の
危
機
感
を
背
景
と
し
て
、
所
謂
「
軽
浮
蕪
雑

な
現
代
文
壇
」
の
作
品
の
教
材
化
に
対
す
る
批
判
が
、
解
釈
さ
れ
る
。
こ
の
「
は
し
が
き
」
に
お
け
る
「
理
論
」
よ
り
「
理
想
」
を
調

和
し
た
「
実
行
」
と
い
う
主
張
は
、「
近
時
各
科
の
教
授
法
は
著
し
く
進
歩
し
て
、
微
に
入
り
細
に
亙
る
種
々
の
新
研
究
が
、
日
々
熱
心



8

な
る
教
育
家
に
よ
つ
て
勧
め
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
動
も
す
れ
ば
枝
葉
の
小
問
題
に
分
裂
し
て
、
大
綱
を
忘
れ
大
精
神
を
没
却
し
た
る
が
如

き
議
論
を
耳
に
す
る
こ
と
も
あ
る
」（『
国
語
教
育
論
』「
三
、
国
民
教
育
と
国
語
教
育）
₂₀
（

」）
等
と
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
以
降
、

「
日
本
精
神
」
と
「
古
典
教
養
と
そ
の
教
育
の
必
要
」
を
訴
え
る
国
語
教
育
論
、「
国
語
主
義
」
の
主
張
と
「
古
典
」
精
神
尊
重
と
い
う

藤
村
の
言
説
が
各
所
に
残
さ
れ
、
彼
の
戦
前
の
教
科
書
編
集
や
国
語
教
育
観
の
イ
メ
ー
ジ
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
影
響
し
て
い
く
。

三
　「
西
鶴
」
観
と
近
世
作
品
の
「
教
材
観
」

こ
う
し
た
国
語
教
材
に
関
す
る
議
論
の
視
点
は
、
西
鶴
作
品
の
解
釈
や
受
容
を
巡
る
問
題
に
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
戦
前
の
動
向

に
お
い
て
は
、「
近
世
作
品
」
は
「
文
学
作
品
」
と
し
て
論
じ
る
対
象
で
あ
る
か
否
か
、
さ
ら
に
「
西
鶴
作
品
」
は
「
文
学
芸
術
」
か
否

か
、
あ
る
い
は
「
西
鶴
」
と
い
う
作
家
は
（
人
格
的
に
）
い
か
な
る
（
優
れ
た
）「
小
説
家
」
で
あ
る
か
、
等
の
問
題
が
、「
国
語
教
材

と
し
て
の
ふ
さ
わ
し
さ
」
の
議
論
に
常
に
関
わ
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
大
正
期
の
垣
内
松
三
は
「
徳
川
期
文
学
」
に
つ
い
て
、「
中
等

教
育
で
こ
れ
を
果
す
る
に
は
如
何
に
す
れ
ば
よ
い
か
」「
又
一
般
世
間
で
こ
れ
を
文
学
と
し
て
判
定
し
つ
つ
あ
る
無
識
を
如
何
に
し
て

正
す
る
」（「
国
語
教
材
の
文
学
方
面
よ
り
見
た
る
研
究
」、『
信
濃
教
育
』
大
11
・
12
））
₂₁
（

と
唱
え
、
そ
の
国
語
教
材
化
に
躊
躇
す
る
態
度

を
見
せ
て
い
る
。
一
方
、
藤
村
作
は
「
芸
術
家
と
し
て
の
西
鶴）
₂₂
（

」（
大
10
・
1
）
に
、
次
の
よ
う
な
西
鶴
観
を
示
し
て
い
た
。

• 

畢
竟
思
想
家
と
し
て
の
西
鶴
は
平
凡
な
境
地
を
出
で
な
い
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
世
の
鹹
鹽
を
多
く
嘗
め
て
来
て
、
酸
い
も
甘
い

も
噛
み
分
け
た
浮
世
の
物
識
り
で
あ
り
、
常
識
の
秀
で
た
人
で
は
あ
つ
た
ら
う
が
、
眼
は
現
実
を
見
得
る
ば
か
り
で
、
高
い
理

想
を
仰
ぐ
に
足
ら
ず
、
時
流
の
中
に
居
つ
た
人
に
過
ぎ
な
い
と
い
ふ
事
で
あ
る
。
西
鶴
が
作
の
優
秀
な
る
は
そ
の
思
想
の
深
遠
、

高
尚
な
為
で
は
な
く
、
西
鶴
が
芸
術
家
と
し
て
の
本
領
は
思
想
家
と
し
て
の
方
面
に
在
る
の
で
は
な
い
。

• 

西
鶴
の
心
は
冷
か
で
あ
る
。
彼
の
人
生
を
見
る
眼
に
は
近
松
の
様
な
涙
は
含
ん
で
ゐ
な
い
。
同
時
に
近
松
が
作
中
の
多
く
の
人

物
に
は
近
松
自
身
の
俤
を
見
出
す
の
で
あ
る
が
、
西
鶴
の
人
物
に
は
殆
ど
そ
れ
は
な
い
。

• 

彼
の
筆
の
人
を
魅
す
る
力
は
観
察
の
細
緻
な
為
で
な
く
、
描
写
の
自
然
な
為
で
な
く
、
文
章
の
奇
警
皮
肉
な
為
で
な
く
、
寧
ろ
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西
鶴
作
品
教
材
化
の
背
景
と
「
古
典
教
育
」
観

所
々
に
染
み
出
た
主
観
の
温
か
み
に
あ
る
こ
と
が
少
く
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

• 

小
説
話
間
の
関
係
が
緊
密
を
缺
い
て
全
体
の
統
一
の
不
十
分
な
る
も
の
を
調
べ
て
見
る
と
、
此
の
小
説
話
を
繋
ぐ
も
の
は
単
に

聯
想
で
あ
る
も
の
が
あ
る
。（
例
、
二
代
男
「
誓
紙
は
異
見
の
種
」）
此
例
は
彼
が
聯
想
の
力
に
依
つ
て
彼
の
説
話
の
成
る
こ
と

を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
聯
想
に
依
つ
て
併
べ
綴
つ
た
所
に
一
章
と
し
て
は
統
一
を
缺
き
、
纏
ま
り
の
十
分
に
な
い
説

話
を
作
る
に
止
ま
つ
て
居
る
彼
の
浮
世
草
紙
の
説
話
構
成
法
の
弱
點
を
も
示
す
も
の
で
あ
る
。

• 

彼
が
旧
来
の
物
語
の
形
式
を
套
襲
し
て
、
纏
ま
つ
た
長
篇
の
説
話
を
構
成
す
る
こ
と
を
し
な
か
つ
た
の
は
、
彼
が
物
語
作
家
と

し
て
必
要
な
想
像
力
に
乏
し
か
つ
た
為
で
あ
ら
う
が
又
一
面
か
ら
見
れ
ば
、
彼
が
知
的
で
あ
り
、
記
憶
聯
想
の
力
に
秀
で
て
ゐ

た
為
め
に
、
知
ら
ず
識
ら
ず
、
其
の
長
ず
る
所
に
引
き
ず
ら
れ
た
結
果
と
も
言
は
れ
や
う
。

こ
の
よ
う
な
大
正
期
の
近
世
文
学
研
究
者
の
論
調
は
、
例
え
ば
麻
生
磯
次
『
近
世
生
活
と
国
文
学）
₂₃
（

』
の
「（
江
戸
文
学
が
）
風
俗
姿
態

の
外
観
を
写
す
の
は
巧
み
で
あ
る
が
、
容
貌
・
表
情
・
性
質
等
の
殊
別
を
表
は
し
て
ゐ
な
い
の
が
其
等
の
文
学
を
通
じ
て
の
缺
點
で
あ

る
や
う
に
思
は
れ
る
」（
第
一
章　

総
叙
）「
大
體
に
於
て
西
鶴
は
女
性
に
対
す
る
同
情
が
尠
い
」（
第
三
章　

遊
里
中
心
の
生
活
）、
ま

た
片
岡
良
一
『
井
原
西
鶴）
₂₄
（

』
の
「
人
間
の
全
運
命
を
観
じ
其
処
に
破
綻
と
不
調
和
と
の
無
数
に
存
在
す
る
こ
と
を
知
っ
た
西
鶴
」「
真
面

目
な
心
の
悲
し
い
低
迷
―
西
鶴
の
道
義
や
教
訓
が
無
力
で
あ
り
、
重
さ
を
缺
い
て
い
た
の
は
其
処
で
あ
つ
た
」
等
の
よ
う
に
、
概
括

的
か
つ
近
代
的
小
説
観
・
文
学
観
を
基
と
す
る
「
作
家
」
論
的
な
把
握
の
傾
向
が
強
い
。
前
掲
の
藤
村
の
言
説
も
、
作
品
に
「
緊
密
」

な
「
全
体
の
統
一
」
の
小
説
性
を
求
め
、
作
家
に
「
優
れ
た
思
想
家
」
や
「
人
生
を
見
る
眼
」「
主
観
の
温
か
み
」
等
の
「
人
格
」
的
要

素
を
要
求
す
る
点
が
、
い
か
に
も
大
正
期
ら
し
い
「
文
学
観
」
の
視
点
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
藤
村
は
「
西
鶴
の
文
章
―
修

辞
学
的
観
察
―
」）
₂₅
（

に
お
い
て
も
、
芭
蕉
と
の
比
較
か
ら
「
西
鶴
は
「
自
然
詠
」
で
は
な
い
」
＝
「
自
然
を
対
象
と
し
た
記
述
に
見
る

べ
き
も
の
が
な
い
」
と
し
、「
人
間
を
中
心
と
し
た
自
然
、
又
は
人
間
乃
至
人
間
生
活
を
対
象
と
し
た
記
述
に
な
る
と
、
見
違
へ
る
ば
か

り
に
、
印
象
の
明
ら
か
な
文
章
を
成
し
て
ゐ
る
」
と
い
う
「
作
家
」
と
し
て
の
方
法
を
評
価
し
て
い
る
。

大
正
二
年
当
時
に
東
京
帝
国
大
学
助
教
授
で
あ
っ
た
藤
村
作
の
講
演
「
元
禄
文
学
の
特
質
」（
藤
岡
作
太
郎
三
回
忌
記
念
講
演
会
）

も
、
お
そ
ら
く
そ
の
よ
う
な
文
学
観
か
ら
近
松
・
西
鶴
の
作
品
を
論
じ
、
元
禄
文
学
を
代
表
す
る
近
世
の
「
作
家
」
像
を
呈
示
し
た
も
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の
と
み
ら
れ
る
。
だ
が
、
松
本
彦
次
郎
や
三
井
甲
之
は
、
そ
の
講
演
の
内
容
が
元
禄
時
代
の
「
外
的
の
類
推
」
に
す
ぎ
ず
、「
西
鶴
の
大

尽
な
ど
よ
り
結
論
せ
ら
れ
た
楽
観
論
は
時
代
全
體
を
表
現
す
る
も
の
で
は
な
い
」、
あ
る
い
は
「
西
鶴
の
如
き
は
断
片
的
記
述
に
執
着
せ

る
物
質
主
義
の
享
楽
趣
味
者
」
で
あ
り
「
山
鹿
素
行
な
ど
を
も
顧
み
る
べ
き
」（『
人
生
と
表
現
』
大
２
・
３）
₂₆
（

）
と
い
っ
た
批
判
を
寄
せ

た
。前

掲
の
垣
内
松
三
の
「
基
礎
的
学
科
と
し
て
の
文
学
概
論
の
研
究
の
缺
如
」
と
い
う
指
摘
に
留
ま
ら
ず
、
当
時
の
こ
う
し
た
文
学
研

究
者
や
作
家
た
ち
の
「
近
代
小
説
論
的
」
西
鶴
文
学
の
批
評
は
、
か
な
り
概
括
的
な
観
方
の
例
と
い
え
る
。「
写
実
主
義
」
と
さ
れ
た
西

鶴
の
「
自
然
」
と
「
人
間
生
活
」
そ
れ
ぞ
れ
の
〝
写
実
〞
の
「
矛
盾
」
を
、
そ
の
写
実
の
「
対
象
」（
ひ
い
て
は
作
者
の
興
味
関
心
）
の

違
い
、
と
解
釈
し
て
い
る
点
が
、
特
徴
的
で
あ
る
。
芭
蕉
や
蕪
村
の
よ
う
な
「
自
然
」
の
捉
え
方
と
西
鶴
の
着
眼
点
と
で
は
何
か
が
違

う
、
と
は
捉
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、「
そ
れ
を
解
釈
し
説
く
パ
ラ
ダ
イ
ム
」
が
日
本
近
世
文
学
研
究
史
上
に
現
れ
て
く
る
趨
勢
は
、
む

し
ろ
昭
和
三
十
年
代
以
降
（
所
謂
〈
暉
峻
西
鶴
〉
以
降
）
と
考
え
ら
れ
る
。
平
成
の
今
日
の
研
究
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
染
谷
智
幸
が

人
為
的
な
「
箱
庭
的
世
界）
₂₇
（

」
と
す
ら
指
摘
す
る
よ
う
に
、
西
鶴
の
方
法
は
「
客
観
的
写
実
」
や
「
現
実
の
再
現
」
で
は
な
く
、（
賦
物
等

で
培
わ
れ
た
俳
諧
的
感
覚
に
よ
る
）「
比
喩
イ
メ
ー
ジ
（
幻
像
）
の
リ
ア
ル
さ
」
の
方
法
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
戦
前
の
研
究
者
は
西
鶴

の
「
リ
ア
ル
さ
」
の
要
素
を
「
写
実
」
の
用
語
で
説
明
し
よ
う
と
し
て
、
起
こ
る
矛
盾
の
辻
褄
を
そ
れ
で
も
「
写
実
」
の
語
を
手
放
さ

ず
に
合
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
感
が
あ
る
。

「
談
林
俳
諧
的
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
西
鶴
作
品
の
「
文
体
」
も
、「
小
説
論
」
側
か
ら
の
批
判
意
識
の
強
い
戦
前
の
研
究
者
に
は
、
あ

ま
り
肯
定
的
に
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
。
暉
峻
康
隆
の
次
の
指
摘
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

し
て
み
る
と
矢
張
り
西
鶴
の
作
品
だ
け
が
特
に
難
解
で
あ
る
と
い
ふ
理
由
は
、
一
文
一
節
の
レ
ト
リ
ッ
ク
よ
り
全
体
的
構
成
に
及

ぶ
こ
の
「
俳
諧
的
手
法
」
の
故
で
は
な
い
で
あ
ら
う
か
。
そ
れ
は
全
く
談
林
俳
諧
の
理
解
の
困
難
さ
に
通
ず
る
も
の
で
あ
る
。
事

実
又
こ
の
や
う
な
方
法
に
よ
つ
て
表
現
さ
れ
た
作
品
を
、
全
的
に
理
解
し
享
受
し
得
る
読
者
と
い
ふ
の
は
、
貞
門
・
談
林
的
な
詩

的
常
識
を
持
つ
読
者
に
限
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
一
度
天
下
が
智
的
技
巧
に
背
叛
す
る
蕉
風
俳
諧
の
洗
礼
を
受
け
た
後
は
、
か
か

る
表
現
の
方
法
は
消
滅
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
西
鶴
は
流
石
に
優
れ
た
芸
術
家
で
あ
っ
た
。
散
文
芸
術
に
お
け
る
表



11

西
鶴
作
品
教
材
化
の
背
景
と
「
古
典
教
育
」
観

現
の
方
法
と
し
て
は
邪
道
と
も
い
ふ
可
き
こ
の
「
俳
諧
的
手
法
」
を
次
第
に
克
服
し
、
元
禄
以
後
の
武
家
物
・
町
人
物
等
の
作
品

に
お
い
て
は
、
平
明
達
意
な
る
散
文
の
本
質
へ
近
づ
い
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。（「
聯
想
の
文
学
―
俳
諧
的
手
法
に
つ
い
て
―
」）
₂₈
（

）

「
近
代
小
説
」
的
小
説
観
の
側
か
ら
見
た
〈
克
服
す
べ
き
〉
西
鶴
文
体
批
判
、
ま
た
「
俳
諧
的
手
法
」
の
み
な
ら
ず
、（『
西
鶴
俳
諧
研

究
』（
改
造
社
、
昭
３
）
に
も
窺
わ
れ
る
）「
俳
諧
連
句
」
そ
の
も
の
へ
の
幾
分
否
定
的
な
評
価
等
が
、
昭
和
初
期
の
各
論
者
に
み
ら
れ

る
。
戦
後
の
広
末
保
「
前
近
代
の
可
能
性
」
や
中
村
幸
彦
の
近
世
文
学
観
、
谷
脇
理
史
以
降
の
「〈
暉
峻
西
鶴
〉
批
判
」
等
の
研
究
の
動

向
は
、
こ
の
よ
う
に
先
行
す
る
「
近
代
的
」
西
鶴
観
を
、「
脱
近
代
」
的
な
視
点
で
覆
す
方
向
に
展
開
し
て
い
る
。

戦
前
の
当
時
に
お
い
て
、
藤
村
作
は
西
鶴
と
芭
蕉
を
含
め
た
「
俳
文
」
の
ジ
ャ
ン
ル
の
「
非
文
法
的
な
表
現
」
の
特
徴
に
つ
い
て
、

「
そ
の
一
つ
は
連
想
的
で
あ
る
点
に
在
る
。
俳
文
の
表
現
の
興
味
は
、
論
理
の
運
び
の
面
白
さ
で
も
な
く
、
結
論
の
卓
抜
の
面
白
さ
で
も

な
く
、
実
は
そ
の
想
が
、
そ
の
観
念
が
、
連
想
的
に
次
か
ら
次
へ
と
連
続
す
る
そ
の
個
々
の
想
の
奇
抜
又
豊
富
及
び
そ
の
連
想
の
意
外

な
ど
の
面
白
さ
に
在
る
」（「
文
体
上
の
『
俳
諧
的）
₂₉
（

』」）
と
し
、「
文
体
の
非
論
理
的
な
る
こ
と
」
の
原
因
に
「
印
象
的
な
排
列
」「
聯
想

的
、
印
象
的
な
る
想
の
排
列
法
」
を
指
摘
す
る
。
そ
の
特
質
に
「
面
白
さ
を
お
ぼ
え
る
」
も
の
で
あ
り
つ
つ
「
非
文
法
的
」「
非
論
理

的
」
と
い
う
表
現
を
用
い
る
藤
村
の
言
説
は
、
自
ら
近
代
小
説
理
論
で
学
ん
だ
「
近
代
」
の
研
究
者
と
し
て
、
近
世
文
学
の
好
事
家
趣

味
の
域
を
学
術
的
に
超
克
し
な
が
ら
近
世
文
学
の
特
質
を
認
め
よ
う
と
す
る
彼
の
位
置
を
窺
わ
せ
る
。
そ
の
際
、
例
え
ば
岡
崎
義
惠）
₃₀
（

の

文
芸
学
的
美
意
識
に
よ
る
〝
芭
蕉
を
西
鶴
よ
り
高
か
ら
し
め
る
〞
感
と
は
異
な
り
、
藤
村
は
近
世
文
学
そ
の
も
の
を
評
価
す
る
観
点
か

ら
、
西
鶴
と
芭
蕉
の
特
質
の
本
質
的
違
い
を
（
近
代
文
学
理
論
用
語
的
で
あ
り
な
が
ら
も
）
方
法
論
的
に
分
析
し
よ
う
と
す
る
。
彼
は

「
和
歌
及
び
古
典
文
」
を
「
雅
言
」、「
近
古
の
軍
記
物
語
」
を
「
所
謂
和
漢
混
淆
」、「
俳
文
」
を
「
雅
俗
折
衷
体
（
俗
語
の
混
淆
）」
と

し
た
上
で
、

こ
の
点
で
は
芭
蕉
の
俳
文
は
寧
ろ
異
数
で
あ
る
と
見
た
い
。
さ
う
し
て
用
語
に
お
け
る
雅
俗
の
混
淆
は
元
禄
期
に
於
け
る
俳
文
の

一
特
徴
で
あ
る
に
止
ら
ず
、
こ
れ
と
時
を
同
じ
う
す
る
西
鶴
の
浮
世
草
子
の
文
体
の
上
で
も
、
又
近
松
の
浄
瑠
璃
の
文
体
の
上
で

も
同
様
で
あ
る
。
つ
ま
り
そ
こ
に
こ
の
新
し
い
一
期
の
文
体
の
特
徴
と
し
て
、
各
種
文
学
の
上
に
略
一
致
し
た
も
の
が
見
ら
れ
る　

の
で
あ
る
。」（「
文
体
上
の
『
俳
諧
的
』」）
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と
す
る
。
一
連
の
藤
村
の
言
説
に
は
、
近
世
文
学
作
品
を
「
文
学
」
の
研
究
対
象
と
す
る
こ
と
、
国
語
教
育
に
お
い
て
は
指
導
教
材
と

す
る
こ
と
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
「
近
代
」
的
観
点
側
か
ら
の
反
論
や
批
判
の
強
さ
を
予
期
し
つ
つ
も
、「
現
代
文
学
」
と
対
照
さ

れ
る
前
近
代
の
文
学
＝
「
古
典
」
と
し
て
作
品
を
扱
お
う
と
す
る
姿
勢
が
受
け
取
れ
る
。

そ
の
一
方
で
、
藤
村
作
や
片
岡
良
一
等
か
ら
暉
峻
康
隆
に
至
る
西
鶴
論
の
流
れ
に
は
、
近
代
人
か
ら
見
た
「
作
家
―
人
格
」
論
的

な
視
点
が
幾
分
か
共
有
さ
れ
て
お
り
、
西
鶴
作
品
の
当
時
の
教
材
化
の
「
教
材
観
」
に
は
、
そ
の
影
響
の
大
き
さ
が
か
な
り
認
め
ら
れ

る
。〈「
自
然
詠
」
に
優
れ
な
い
、「
人
間
乃
至
人
間
生
活
」
に
優
れ
た
〉
作
品
、
と
い
う
テ
ー
マ
や
捉
え
方
が
、
既
に
戦
前
か
ら
「
借
家

大
将
」
や
「
大
晦
日
」
が
国
語
教
材
化
さ
れ
て
い
た
基
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
教
材
観
を
背
景
に
、
実
際
に

藤
村
が
関
わ
っ
た
当
時
の
教
科
書
の
例
と
そ
の
特
徴
を
見
る
こ
と
と
し
た
い
。

四
　
藤
村
作
の
中
学
国
語
教
科
書
に
み
る
古
典
教
材
と
西
鶴
作
品

【
１
】『
大
正
読
本
』『
女
子
大
日
本
読
本
』
等
に
み
る
作
品
教
材

復
古
的
な
「
日
本
精
神
」
を
主
張
し
た
人
物
、
と
い
う
藤
村
の
中
等
国
語
教
科
書
史
上
の
イ
メ
ー
ジ）
₃₁
（

を
強
く
印
象
づ
け
る
も
の
は
、

む
し
ろ
藤
村
作
自
身
の
著
し
た
文
章
か
ら
採
録
さ
れ
た
「
現
代
文
」
的
な
国
語
教
材
の
方
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
例
え
ば
八
波
則
吉

編
『
現
代
女
子
国
語
読
本
』（
大
13
））
₃₂
（

「
二
二　

国
語
と
国
民
的
自
覚
」（
巻
七
）
や
「
十
三　

国
文
学
研
究
の
新
意
義
」（
巻
八
）
等
に
、

彼
の
主
張
の
「
教
材
」
化
が
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
藤
村
の
「
現
代
文
」
教
材
例
は
多
い
。

• 

国
文
学
は
民
族
的
自
覚
に
最
も
役
立
つ
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
国
文
学
は
国
民
自
身
の
画
が
い
た
自
画
像
で
あ

り
自
叙
伝
で
あ
つ
て
、
そ
こ
に
偽
ら
な
い
内
面
が
告
白
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。

• 

日
本
及
び
日
本
精
神
を
知
る
た
め
に
は
、
古
典
文
学
が
最
も
多
く
役
立
つ
で
あ
ら
う
。
我
々
が
万
葉
集
を
中
心
と
し
て
上
代
の

歌
謡
を
読
み
、
源
氏
物
語
を
中
心
と
し
て
中
古
の
文
芸
を
見
、
平
家
物
語
を
中
心
と
し
て
中
世
の
叙
事
詩
を
読
み
、
近
松
を
中

心
と
し
て
近
世
の
戯
曲
を
味
は
つ
た
な
ら
ば
、
そ
の
中
か
ら
自
然
に
日
本
的
な
る
精
神
の
形
態
と
本
質
と
に
ふ
れ
、
そ
こ
か
ら
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西
鶴
作
品
教
材
化
の
背
景
と
「
古
典
教
育
」
観

受
け
る
感
化
は
決
し
て
尠
少
で
は
な
い
と
信
ず
る
。
そ
こ
に
、
き
は
め
て
自
然
に
し
て
、
し
か
も
確
実
堅
固
な
る
国
民
的
自
覚

は
得
ら
れ
、
日
本
及
び
日
本
的
な
る
も
の
へ
の
強
き
愛
が
生
れ
る
も
の
と
確
信
す
る
の
で
あ
る
。

 
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「
二
二　

国
語
と
国
民
的
自
覚
」
※『
国
語
教
育
論
』
を
基
に
し
た
も
の
）

一
方
、
藤
村
編
集
の
教
科
書
に
お
け
る
〈
現
代
文
で
な
い
〉
す
な
わ
ち
「
古
典
」「
古
文
」
相
当
の
作
品
教
材
の
構
成
と
配
置
の
例
を

み
る
。
旧
制
中
等
学
校
用
国
語
教
科
書
は
ほ
ぼ
全
十
巻
十
冊
の
形
態
で
、
通
常
は
五
年
間
の
各
学
年
に
二
巻
二
冊
ず
つ
の
進
行
と
し）
₃₃
（

、

殊
に
高
学
年
で
は
古
典
か
ら
現
代
に
至
る
文
学
史
指
導
を
意
識
し
た
教
材
が
配
分
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
大
正
元
年
初
版
の
藤
村

作
編
『
大
正
読
本）
₃₄
（

』
の
巻
九
・
十
（
中
学
五
年
用
）
の
場
合
を
例
に
と
る
と
、「
古
典
」
の
「
古
文
」
に
該
当
す
る
（
江
戸
時
代
以
前

の
）
作
品
（
※
以
下
、
傍
線
を
付
す
）
が
、
明
治
以
降
の
文
語
文
と
も
混
在
す
る
形
で
配
置
さ
れ
て
い
る
。

巻
九 

 

１
祖
宗
の
宏
謨
（
徳
富
蘇
峰
）　

２
南
露
春
宵
（
上
田
敏
）　

３
待
賢
門
の
戦　

一
（
平
治
物
語
）　

４
待
賢
門
の
戦　

二

（
平
治
物
語
）　

５
撈
蝦
兒
の
曲
（
幸
田
露
伴
）　

６
公
同
生
存
（
穂
積
八
束
）　

７
楽
翁
随
筆
（
白
河
楽
翁
）　

８
幻
住
庵
記　

９
蕉
風　

10
ひ
と
り
ご
と
（
上
島
鬼
貫
）　

11
島
帝
国
の
中
原　

一
（
三
宅
雪
嶺
）　

12
島
帝
国
の
中
原　

二
（
三
宅
雪
嶺
）　

13
小
話
二
則
（
徒
然
草
）　

14
平
安
京　

一
（
藤
岡
作
太
郎
）　

15
平
安
京　

二
（
藤
岡
作
太
郎
）　

16
夏
季
の
学
生
（
高
山

林
次
郎
）　

17
望
郷
の
歌
（
薄
田
泣
菫
）　

18
友
人
に
与
ふ
る
書
（
網
島
梁
川
）　

19
影
富
士
（
小
島
烏
水
）　

20
竹
取
物
語

（
坪
内
逍
遥
）　

21
岡
部
日
記
よ
り
（
賀
茂
真
淵
）　

22
五
重
塔
（
幸
田
露
伴
）

巻
十 

 

１
日
本
国
民
の
使
命　

一
（
大
西
祝
）　

２
日
本
国
民
の
使
命　

二
（
大
西
祝
）　

３
先
帝
奉
悼
の
演
説
（
曾
我
祐
準
）　

４

先
労
後
楽
（
貝
原
益
軒
）　

５
白
峰
陵
（
幸
田
露
伴
）　

６
山
家
集
の
後
に
書
す
（
佐
々
木
信
綱
）　

７
鎌
倉
（
東
関
紀
行
）　

８
泰
時
論
（
神
皇
正
統
記
）　

９
秋
姿
の
瞑
想
（
網
島
梁
川
）　

10
明
治
の
和
歌　

11
少
将
都
還
（
平
家
物
語
）　

12
八
島 

一
（
平
家
物
語
）　

13
八
島　

二
（
平
家
物
語
）　

14
徒
然
草
よ
り　

15
谷
口
蕪
村
と
高
井
几
董
（
正
岡
子
規
）　

16
蕪
村
の

俳
句
と
几
董
の
俳
句　

17
新
俳
句
（
子
規
、
為
山
）　

18
百
蟲
譜
（
横
井
也
有
）　

19
木
曽
義
仲　

一
（
源
平
盛
衰
記
）　

20

木
曽
義
仲　

二
（
源
平
盛
衰
記
）　

21
大
丈
夫
の
覚
悟　

一
（
幸
田
露
伴
）　

22
大
丈
夫
の
覚
悟　

二
（
幸
田
露
伴
）　

23
わ

が
ゆ
く
海
（
薄
田
泣
菫
）　

24
東
京
風
（
陸
羯
南
）　

25
学
問
死
活
弁　

一
（
高
山
林
次
郎
）　

26
学
問
死
活
弁　

二
（
高
山
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林
次
郎
）

教
材
の
中
に
は
（
元
の
物
語
本
文
で
は
な
い
）
坪
内
逍
遥
の
現
代
戯
曲
「
竹
取
物
語
」
の
一
部
（
挿
絵
付
き
）
や
、
古
典
作
品
に
関

連
し
た
正
岡
子
規
「
谷
口
蕪
村
と
高
井
几
董
」
評
論
等
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
15
〜
17
に
お
い
て
は
、「
俳
諧
」
か
ら
「
新
俳

句
」
に
至
る
教
材
が
「
古
典
」
か
ら
「
近
代
」「
現
代
」
へ
の
一
連
の
流
れ
の
連
続
性
の
あ
る
テ
ー
マ
の
も
と
に
配
列
さ
れ
て
い
る
。
古

典
作
品
に
対
し
「
近
代
以
降
の
文
章
」
の
テ
ー
マ
が
そ
の
理
解
を
補
う
点
で
は
、
所
謂
「
現
国
古
文
融
合
」
の
構
成
と
も
い
え
、「
日
本

及
び
日
本
精
神
を
知
る
た
め
に
は
、
古
典
文
学
が
最
も
多
く
役
立
つ
」
と
い
う
主
張
が
、
教
科
書
教
材
の
配
列
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る

と
み
ら
れ
る
。
当
時
の
国
語
教
科
書
で
は
、
今
日
の
古
典
教
材
と
も
共
通
す
る
『
平
家
物
語
』『
徒
然
草
』
や
蕪
村
句
な
ど
の
「
普
遍

的
」
作
品
も
あ
る
一
方
、
近
世
の
松
平
定
信
、
貝
原
益
軒
、
近
代
以
降
の
高
山
林
次
郎
、
大
西
祝
に
至
る
「
修
養
的
」
論
説
の
群
も
あ

り
、
今
日
の
定
番
化
し
た
「
古
文
」
教
材
の
種
類
以
上
に
、
様
々
な
教
材
選
択
が
窺
え
る
。
ま
た
、
逍
遥
や
泣
菫
な
ど
、
文
語
体
を
含

む
明
治
の
「
美
文
」
は
、
現
代
文
の
国
語
教
材
な
が
ら
一
つ
の
「
文
範）
₃₅
（

」
で
も
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

【
２
】
藤
村
作
編
『
帝
国
新
国
文
』
の
近
世
作
品
教
材
と
「
安
立
町
の
隠
れ
家
」

昭
和
七
年
の
藤
村
作
編
『
帝
国
新
国
文）
₃₆
（

』
十
巻
十
冊
は
、
前
掲
の
『
大
正
読
本
』
や
『
新
選
中
等
国
文
』
以
上
に
、
藤
村
自
身
執
筆

の
教
材
が
多
く
、
全
体
的
に
「
国
民
性
、
国
民
精
神
に
関
す
る
教
材
」
の
採
用
に
一
層
配
慮
し
た
構
成
と
な
っ
て
い
る
点
が
特
徴
的
で

あ
る
。
こ
こ
で
巻
一
〜
巻
十
の
教
材
作
品
の
傾
向
と
、「
古
典
」
教
材
（【
１
】
と
同
様
、
傍
線
を
付
す
）
の
配
置
を
眺
め
て
み
る
。

巻
一 

 

１
或
棟
梁
の
話
（
藤
村
作
）　

２
黎
明
来
れ
り
（
北
原
白
秋
）　

３
花
の
都
（
芳
賀
矢
一
）　

４
狆
の
彫
刻
（
高
村
光
雲
）　

５

無
線
電
信
の
発
明　

６
智
慧
は
小
出
し
に
（
福
沢
諭
吉
）　

７
絵
の
旅
（
矢
崎
千
代
二
）　

８
独
逸
の
少
年
（
池
田
宣
政
）　

９
海
舟
の
苦
学
（
山
路
愛
山
）　

10
舟
旅
（
島
崎
藤
村
）　

11
空
の
旅
（
久
米
正
雄
）　

12
苺
の
味
（
五
十
嵐
力
）　

13
夏
の

夜
の
星
（
山
本
一
清
）　

14
朝
顔
の
種
（
三
浦
修
吾
）　

15
森
の
英
雄
（
薄
田
泣
菫
）　

16
夏
の
興
趣
（
相
馬
御
風
）　

17
終

生
の
薬
（
床
次
竹
二
郎
）　

18
朝
が
来
た
（
千
家
元
麿
）　

19
烏
と
猫
（
夏
目
漱
石
）　

20
鼠
（
芥
川
龍
之
介
）　

21
会
得
（
沼

波
瓊
音
）　

22
大
海
の
日
の
出
（
徳
富
健
次
郎
）　

23
乃
木
将
軍
（
桜
井
忠
温
）　

24
英
雄
の
反
面
（
藤
村
作
）　

25
皇
室
に
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西
鶴
作
品
教
材
化
の
背
景
と
「
古
典
教
育
」
観

対
す
る
情
熱
（
永
田
秀
次
郎
）　

26
母
を
た
づ
ね
て　

一
（
楠
山
正
雄
・
訳
）　

27
母
を
た
づ
ね
て　

二
（
同
）

巻
二 

 

１
日
本
民
族
の
発
展
（
田
中
義
一
）　

２
秋
の
朝
（
尾
崎
喜
八
）　

３
読
書
と
交
際
（
巖
谷
小
波
）　

４
日
本
人
と
模
倣
（
中

山
忠
直
）　

５
美
し
い
我
が
国
（
増
田
義
一
）　

６
三
種
の
人
間
（
福
沢
諭
吉
）　

７
雲
龍
の
図
（
薄
田
泣
菫
）　

８
工
芸
品

（
山
本
鼎
）　

９
随
筆
三
章
（
五
十
嵐
力
）　

10
愛
国
の
歌
（
藤
村
作
）　

11
日
本
武
士
の
精
神
（
大
町
桂
月
）　

12
邪
心
（
南

条
文
雄
）　

13
病
床
よ
り
（
高
山
樗
牛
）　

14
童
心
（
相
馬
御
風
）　

15
青
年
よ
大
志
あ
れ
（
永
田
秀
次
郎
）　

16
鳩
の
ね
ぐ

ら
（
中
勘
助
）　

17
平
素
の
修
養
（
佐
藤
紅
緑
）　

18
北
海
道
の
旅
（
九
条
武
子
）　

19
梅
の
花
（
千
家
元
麿
）　

20
父
の
思

い
出
（
斎
藤
茂
吉
）　

21
日
本
の
幸
福
（
大
森
金
五
郎
）　

22
母
（
鶴
見
祐
輔
）　

23
父
母
に
別
れ
て
（
二
葉
亭
四
迷
）　

24

忠
敬
の
晩
学
（
幸
田
露
伴
）　

25
出
征
〈
内
田
軍
曹
手
記
〉

巻
三 

 

１
日
本
の
風
光
（
伊
藤
忠
太
）　

２
仕
事
を
楽
し
め
（
増
田
義
一
）　

３
川
二
題
（
千
家
元
麿
、
佐
々
木
信
綱
）　

４
金
言
三

則
（
若
槻
礼
次
郎
、
鳩
山
一
郎
、
武
藤
山
治
）　

５
釣
銭
（
米
山
梅
吉
）　

６
祖
国
を
思
ふ
心
（
佐
々
木
指
月
）　

７
爆
弾
三

烈
士
（
小
笠
原
長
生
）　

８
蟲
出
づ
る
頃
（
横
山
桐
郎
）　

９
大
根
売
の
話
（
柴
田
鳩
翁
）　

10
時
計
（
薄
田
泣
菫
）　

11
開

墾
小
屋
（
白
鳥
省
吾
）　

12
不
断
の
努
力
（
八
波
則
吉
）　

13
鬼
作
左
（
新
井
白
石
）　

14
雨
の
趣
味
（
黒
田
鵬
心
）　

15
国

立
公
園
（
青
木
芳
雄
）　

16
真
夏
（
北
原
白
秋
）　

17
旅
順
戦
蹟
秘
話
（
上
田
恭
輔
）　

18
少
年
伝
令
使
（
桜
井
忠
直
）　

19

ま
む
し
と
百
足
の
闘
ひ
〈
堀
内
又
三
郎
〉　

20
藤
樹
先
生
（
橘
南
谿
）　

21
城
明
け
渡
し
の
日
（
大
仏
次
郎
）　

21
諫
言
（
湯

浅
常
山
）　

22
科
学
と
空
想
〈
泉
俊
夫
〉　

23
秋
風
の
音
（
若
山
牧
水
）　

25
ま
す
ほ
の
小
貝
（
岩
田
九
郎
）

巻
四 

 

１
武
蔵
野
の
秋
（
国
木
田
独
歩
）　

２
四
季
（
佐
藤
春
夫
）　

３
史
伝
を
読
め
（
大
町
桂
月
）　

４
曽
呂
利
の
頓
智
（
湯
浅
常

山
）　

５
エ
ト
ラ
ン
ゼ
エ
（
島
崎
藤
村
）　

６
小
さ
な
旅
人
（
薄
田
泣
菫
）　

７
路
傍
の
草
（
相
馬
御
風
）　

８
老
僧
の
接
木

（
室
鳩
巣
）　

９
別
れ
の
握
手
（
そ
の
一
）（
真
山
青
果
）　

10
別
れ
の
握
手
（
そ
の
二
）（
同
）　

11
桃
山
御
陵
（
田
山
花
袋
）　

12
幼
き
日
（
柳
沢
健
）　

13
慈
母
の
追
憶
（
仲
小
路
廉
）　

14
運
動
の
精
神
（
増
田
義
一
）　

15
松
と
我
が
国
の
風
景
（
市
島

春
城
）　

16
生
物
進
化
の
話
（
戸
沢
富
寿
）　

17
新
月
（
北
原
白
秋
）　

18
両
頭
の
蛇
（
松
平
定
信
）　

19
怖
か
つ
た
話
（
福

沢
諭
吉
）　

20
篤
実
（
橘
南
谿
）　

21
人
物
の
大
小
（
山
路
愛
山
）　

22
潜
水
艦
の
沈
没
（
福
田
一
郎
）　

23
日
本
新
八
景
（
河
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東
碧
梧
桐
・
泉
鏡
花
・
幸
田
露
伴
・
吉
田
絃
二
郎
・
北
原
白
秋
・
田
山
花
袋
・
高
浜
虚
子
・
菊
池
幽
芳
）

巻
五 

 

１
熟
慮
断
行
（
藤
村
作
）　

２
桜
花
（
笹
川
臨
風
）　

３
吉
野
山
（
藤
岡
東
圃
）　

４
自
動
車
王
フ
ォ
ー
ド
〈
清
澤
洌
〉　

５

ふ
る
さ
と
の
山
（
石
川
啄
木
）　

６
土
（
長
塚
節
）　

７
菖
蒲
ふ
く
頃
（
島
崎
藤
村
）　

８
山
上
の
湖
へ
（
若
山
牧
水
）　

９

仁
和
寺
の
法
師
（
吉
田
兼
好
）　

10
畸
人
一
茶
（
本
山
荻
舟
）　

11
一
茶
の
俳
句
（
相
馬
御
風
）　

12
若
葉
（
正
岡
子
規
）　

13

四
季
の
詠
め
（
貝
原
益
軒
）　

14
鮭
（
豊
島
與
志
雄
）　

15
地
下
鉄
道
に
乗
る
〈「
改
造
」〉　

16
川
柳
選　

17
ア
ル
プ
ス
の
夏

（
槇
有
恆
）　

18
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
来
る
〈
東
京
朝
日
新
聞
〉　

19
瓜
盗
人
〈
続
狂
言
記
〉　

20
山
の
た
よ
り
（
五
十
嵐
力
）　

21

山
雀
（
薄
田
泣
菫
）　

22
落
葉
松
（
北
原
白
秋
）　

23
世
に
処
す
る
道
（
勝
海
舟
）　

24
忠
僕
（
小
笠
原
長
生
）　

25
故
郷
の

花
（
平
家
物
語
）　

26
安
寿
と
厨
子
王
（
森
鷗
外
）

巻
六 

 

１
田
家
の
朝
（
相
馬
御
風
）　

２
朝
（
川
路
柳
紅
）　

３
自
然
の
愛
（
藤
岡
東
圃
）　

４
空
ゆ
く
雁
（
曾
我
物
語
）　

５
南
極

の
上
を
飛
ぶ
〈
世
界
探
検
全
集
〉　

６
青
年
の
覚
悟
（
渋
沢
栄
一
）　

７
大
和
の
秋
（
佐
々
木
信
綱
）　

８
秋
深
し
（
横
瀬
夜

雨
）　

９
俚
諺
（
大
西
祝
）　

10
名
器
を
毀
つ
（
薄
田
泣
菫
）　

11
松
の
下
露
（
太
平
記
）　

12
夜
叉
王
（
岡
本
綺
堂
）　

13
夕

靄
の
野
（
中
西
悟
堂
）　

14
わ
が
生
ひ
立
（
渡
邊
崋
山
）　

15
蜜
柑
（
芥
川
龍
之
介
）　

16
故
国
に
帰
り
て
（
島
崎
藤
村
）　

17

野
に
出
で
よ
（
島
崎
藤
村
）　

18
真
理
（
高
山
樗
牛
）　

19
内
蔵
助
と
主
税
（
大
仏
次
郎
）　

20
義
士
討
入
を
報
ず
（
榎
本
其

角
）　

21
木
曽
殿
の
最
期
（
平
家
物
語
）　

22
平
原
を
行
く
（
鶴
見
祐
輔
）　

23
近
世
の
歌
〈
真
淵
・
千
蔭
・
宣
長
・
景
樹
・

曙
覧
・
蓮
月
・
望
東
尼
〉　

24
日
本
の
民
謡
（
島
木
赤
彦
）　

25
勝
敗
（
三
宅
雪
嶺
）

巻
七 

 

１
昭
和
日
本
の
目
標
（
藤
村
作
）　

２
草
枕
（
夏
目
漱
石
）　

３
梅
が
香
〈
芭
蕉
・
蕪
村
・
一
茶
〉　

４
独
創
の
国
「
日
本
」

（
平
福
百
穂
）　

５
中
宮
寺
の
観
音
（
和
辻
哲
郎
）　

６
晩
春
の
別
離
（
島
崎
藤
村
）　

７
花
の
さ
だ
め
（
本
居
宣
長
）　

８
朝

飯
（
島
崎
藤
村
）　

９
築
山
先
生
に
上
る
書
（
頼
山
陽
）　

10
西
郷
と
大
久
保
（
山
本
雄
三
）　

11
西
郷
南
洲
（
藤
村
作
）　

12

松
島
と
象
潟
（
松
尾
芭
蕉
）　

13
詩
人
芭
蕉
（
藤
岡
東
圃
）　

14
芳
流
閣
（
滝
沢
馬
琴
）　

15
馬
琴
の
心
境
（
芥
川
龍
之
介
）　

16
夏
の
夜
〈
深
養
父
・
敏
行
・
千
里
・
読
人
し
ら
ず
・
伊
勢
・
素
性
・
遍
照
・
友
則
・
是
則
・
宗
于
・
列
樹
〉　

17
広
重

と
東
海
道
風
景
（
小
島
烏
水
）　

18
小
松
内
府
（
平
家
物
語
）　

19
塔
影
（
河
井
酔
茗
）　

20
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
生
涯
（
中
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西
鶴
作
品
教
材
化
の
背
景
と
「
古
典
教
育
」
観

沢
臨
川
）　

21
小
草
の
花
（
綱
島
梁
川
）　

22
百
蟲
譜
（
横
井
也
有
）　

23
月
雪
花
の
美
観
（
芳
賀
矢
一
）　

24
高
瀬
船
（
森

鷗
外
）

巻
八 

 

１
日
本
精
神
と
世
界
精
神
（
藤
村
作
）　

２
隅
田
川
の
雨
（
加
藤
千
蔭
）　

３
心
の
置
き
ど
こ
ろ
（
山
本
有
三
）　

４
天
の
香

具
山
〈
後
鳥
羽
院
・
家
隆
・
実
定
・
俊
成
・
良
経
・
頼
政
・
式
子
内
親
王
・
定
家
・
雅
経
・
家
隆
・
清
輔
・
慈
円
〉　

５

閑
居
雑
記
（
北
村
透
谷
）　

６
曼
珠
沙
華
（
近
松
秋
江
）　

７
日
野
山
の
奥
（
鴨
長
明
）　

８
鍬
を
持
つ
英
雄
〈
後
藤
文
夫
講

演
〉　

９
名
月
〈
芭
蕉
・
其
角
・
嵐
雪
・
丈
草
・
去
来
・
惟
然
・
凡
兆
・
越
人
〉　

10
長
柄
堤
の
曙
（
坪
内
逍
遥
）　

11
恩
賜

の
御
衣
（
大
鏡
）　

12
塩
原
（
尾
崎
紅
葉
）　

13
平
泉
と
立
石
寺
（
松
尾
芭
蕉
）　

14
芭
蕉
の
臨
終
（
沼
波
瓊
音
）　

15
鉢
木

〈
観
世
流
謡
曲
〉　

16
尾
形
了
斎
覚
え
書
（
芥
川
龍
之
介
）　

17
青
空
の
鐘
（
三
木
露
風
）　

18
那
須
与
一
宗
高
（
平
家
物
語
）　

19
夢
応
の
鯉
魚
（
上
田
秋
成
）　

20
新
島
守
（
増
鏡
）　

21
蜂
（
佐
佐
木
茂
索
）　

22
銀
の
猫
（
上
田
秋
成
）　

23
歌
人
西
行

（
藤
岡
東
圃
）　

24
故
郷
の
母
上
へ
（
八
波
則
吉
）

巻
九 

 

１
奈
良
の
情
趣
（
笹
川
臨
風
）　

２
希
望
（
中
村
孝
也
）　

３
懸
泉
堂
の
春
（
佐
藤
春
夫
）　

４
落
花
の
雪
（
太
平
記
）　

５

日
本
国
民
の
特
色
（
藤
岡
東
圃
）　

６
幻
住
庵
の
記
（
松
尾
芭
蕉
）　

７
芭
蕉
の
生
活
（
藤
村
作
）　

８
松
の
手
入
（
里
見

弴
）　

９
わ
が
う
た
（
北
原
白
秋
）　

10
坐
り
（
山
本
有
三
）　

11
寂
光
院
（
平
家
物
語
）　

12
平
家
雑
感
（
高
山
樗
牛
）　

13

海
辺
（
中
島
広
足
）　

14
浄
瑠
璃
寺
（
和
辻
哲
郎
）　

15
わ
が
家
の
庭
（
中
勘
助
）　

16
白
薔
薇
〈
子
規
・
鬼
城
・
虚
子
・
漱

石
・
井
泉
水
・
碧
梧
桐
・
一
碧
楼
・
小
波
〉　

17
子
規
に
お
く
る
書
（
夏
目
漱
石
）　

18
橘
曙
覧
の
歌
（
正
岡
子
規
）　

19
獅

子
ヶ
城
（
近
松
門
左
衛
門
）　

20
巣
林
子
の
芸
術
（
藤
村
作
）　

21
出
廬
（
土
井
晩
翠
）　

22
隅
田
川
〈
謡
曲
集
〉　

23
永
徳

と
山
楽
（
中
井
宗
太
郎
）

巻
十 

 

１
海
外
発
展
の
要
諦
（
後
藤
新
平
）　

２
秩
父
む
ら
山
〈
夕
暮
・
空
穂
・
赤
彦
・
白
秋
・
薫
園
・
庄
亮
・
柴
舟
・
牧
水
・
信

綱
〉　

３
万
葉
集
の
旅
の
歌
（
佐
々
木
信
綱
）　

４
お
の
が
物
ま
な
び
（
本
居
宣
長
）　

５
沼
地
（
芥
川
龍
之
介
）　

６
望
の

夜
（
竹
取
物
語
）　

７
万
里
の
長
城
（
土
井
晩
翠
）　

８
菊
花
の
約
（
上
田
秋
成
）　

９
風
雅
論
（
徳
富
猪
一
郎
）　

10
貧
性

独
夜
（
与
謝
蕪
村
）　

11
剣
難
（
中
村
吉
蔵
）　

12
寺
子
屋
（
竹
田
出
雲
）　

13
我
が
国
の
絵
画
（
藤
岡
東
圃
）　

14
狩
野
芳
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崖
（
岡
倉
覚
三
）　

15
安
立
町
の
隠
れ
家
（
井
原
西
鶴
）　

16
道
長
の
膽
力
（
大
鏡
）　

17
小
野
の
雪
（
伊
勢
物
語
）　

18
世

間
を
恐
る
な
（
夏
目
漱
石
）　

19
家
の
意
識
（
和
辻
哲
郎
）　

20
庭
園
と
国
民
性
（
本
多
静
六
）　

21
舟
路
（
土
佐
日
記
）　

22

国
文
学
の
現
代
的
意
義
（
藤
村
作
）　

23
愛
と
人
生
（
網
島
梁
川
）　

24
生
命
の
共
鳴
（
厨
川
白
村
）

低
学
年
で
は
現
代
文
を
主
に
、
高
学
年
で
は
文
学
史
・
古
典
教
材
へ
と
、
発
展
的
指
導
を
見
通
し
た
教
材
の
配
置
と
み
ら
れ
る
が
、

現
代
文
と
し
て
も
訓
話
的
な
巻
一
「
或
棟
梁
の
話
」
に
始
ま
る
各
教
材
に
、（「
文
学
」
主
義
よ
り
も
）
言
語
教
育
、「
国
語
」
教
育
重
視

の
姿
勢
が
窺
え
る
。
そ
の
一
方
で
、
謡
曲
や
軍
記
等
の
中
世
作
品
も
比
較
的
多
い
。
近
世
作
品
に
は
随
筆
や
思
想
や
脚
本
な
ど
も
含
ま

れ
、
頼
山
陽
や
与
謝
蕪
村
の
書
簡
文
（
候
文
）
も
採
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
教
科
書
で
も
「
古
典
教
材
」
と
関
連
す
る
「
解
説
的
論
説
」

の
現
代
文
を
組
み
合
わ
せ
た
教
材
構
成
が
注
目
さ
れ
る
。
中
世
・
近
世
作
品
教
材
と
近
代
教
材
と
の
連
続
性
に
よ
っ
て
、「
古
典
」
が

「
現
代
と
過
去
に
亙
っ
て
追
究
せ
ら
る
べ
き
も
の
」（『
国
語
教
育
論
』）
と
い
う
考
え
方
を
体
現
し
た
教
科
書
、
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

い
わ
ゆ
る
「
元
禄
文
学
」
で
は
芭
蕉
、
近
松
を
取
り
上
げ
る
中
、
西
鶴
作
品
で
は
巻
十
（
最
終
冊
）
に
『
西
鶴
文
反
古
』「
安
立
町
の

隠
れ
家
」
が
採
用
さ
れ
て
い
る
の
が
興
味
深
い
。
作
品
本
文
の
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
句
読
点
を
補
い
、「
」
は
用
い
な
い
。
話
末
は

（
前
略
）
兄
弟
一
所
に
心
を
あ
は
せ
、
雲
を
わ
け
地
を
割
き
乾
坤
の
中
は
さ
が
し
出
し
、
父
の
孝
養
に
と
存
じ
候
に
伝
九
郎
に
は
な

れ
、
さ
て
〳
〵
是
非
も
な
き
仕
合
に
候
。
是
に
よ
つ
て
四
月
晦
日
に
住
吉
の
借
宅
を
仕
舞
ひ
南
都
へ
立
ち
越
し
申
候
。
東
大
寺
の

末
寺
に
し
る
べ
御
座
候
。
又
是
に
し
の
び
、
戸
平
在
家
を
た
づ
ね
申
す
べ
く
候
。
貴
様
御
事
五
月
下
旬
に
江
戸
へ
御
く
だ
り
、
そ

の
時
分
住
吉
迄
御
立
寄
く
だ
さ
る
べ
き
よ
し
、
此
度
は
御
目
に
か
か
り
申
す
ま
じ
く
候
。
そ
の
御
断
り
の
た
め
舟
宿
中
国
屋
勘
六

方
に
こ
の
一
通
書
き
残
し
置
き
申
候
。

　
　
　

卯
月
二
十
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

風
越
伝
五
郎

　
　
　
　
　
　

徳
明
寺
久
兵
衛
様　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
萬
の
文
反
古
―

と
な
っ
て
お
り
、『
万
の
文
反
古
』
巻
二
の
二
話
末
の
「
評
語
」
の
「
此
の
文
の
子
細
を
考
見
る
に
西
国
に
て
父
を
う
た
れ
其
敵
と
ね
ら

ふ
と
見
え
た
り
い
づ
れ
武
士
の
身
程
定
め
が
た
き
は
な
し
此
心
さ
し
に
て
は
天
理
を
も
つ
て
う
つ
べ
き
事
也
」
の
部
分
は
、
教
科
書
本

文
に
掲
載
さ
れ
な
い
。
学
習
指
導
方
法
を
想
定
す
る
に
、
そ
の
内
容
把
握
の
ヒ
ン
ト
と
な
り
う
る
「
評
語
」
部
分
を
手
掛
か
り
と
せ
ず
、
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「
書
簡
文
」
の
部
分
か
ら
登
場
す
る
人
物
の
置
か
れ
た
状
況
や
心
情
を
解
釈
す
る
こ
と
に
指
導
目
標
を
置
い
た
教
材
と
み
ら
れ
る
。
発
展

学
習
と
し
て
は
、
実
際
に
解
釈
し
た
「
書
簡
文
」
本
文
の
内
容
と
、
作
品
原
文
の
「
評
語
」
部
分
と
を
比
べ
て
、
両
者
の
〈
見
解
〉
が

一
致
す
る
も
の
な
の
か
、
あ
る
い
は
二
つ
が
組
み
合
わ
さ
れ
た
行
間
に
別
の
意
味
が
発
生
す
る
の
か
、
等
を
問
い
か
け
る
こ
と
も
で
き

る
。
書
簡
文
の
部
分
は
「
忠
義
の
肴
売
」（
目
録
副
題
）
に
身
を
窶
し
て
敵
討
に
苦
労
す
る
、
兄
弟
の
少
年
を
主
人
公
と
し
た
「
武
家

物
」
的
な
堅
実
な
内
容
と
捉
え
ら
れ
る
。
国
文
学
研
究
や
国
語
教
育
に
ま
で
「「
時
局
性
」
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
た）
₃₇
（

」
昭
和
十
年
代
に

お
い
て
も
、
人
物
の
「
心
情
」
を
主
題
と
し
て
読
み
取
る
の
に
適
切
な
教
材
と
し
て
採
用
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

藤
村
作
は
『
帝
国
新
国
文
』
編
集
の
後
、
昭
和
九
年
以
降
は
『
国
語
教
育
学
会
』
を
設
立
、
会
長
と
し
て
国
語
科
教
員
の
講
座
や
講

習
、
共
同
研
究
会
等
の
開
催
等
、「
国
語
学
・
国
文
学
・
国
語
教
育
界
の
学
閥
・
学
派
を
超
越
し
た
」
加
盟
者
に
よ
る
国
語
教
育
の
協
同

と
実
践
の
基
盤
作
り
に
そ
の
行
政
的
手
腕
を
発
揮
し
、
精
力
的
に
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る）
₃₈
（

。
同
時
に
、
研
究
者
と
し
て
は
帝
国
大
学
で

の
「
日
本
近
世
文
学
研
究
」
を
進
め
、
ま
た
、「
常
山
紀
談
」
等
の
「
訓
話
」
修
身
的
教
材
に
留
ま
ら
ず
、
近
松
・
西
鶴
等
の
「
近
世
文

学
」
を
教
材
化
し
た
教
科
書
監
修
を
も
進
め
た
。
大
正
末
〜
昭
和
初
期
の
「
現
代
小
説
」
の
「
軽
浮
蕪
雑
な
現
代
文
壇
の
空
気
と
冗
漫

な
現
代
文
章
の
流
風
」
が
問
題
視
さ
れ
批
判
さ
れ
る
の
に
比
べ
、「
現
代
に
お
け
る
」
近
松
・
西
鶴
の
作
品
は
、
近
世
的
な
難
解
な
表
現

な
が
ら
も
〈「
文
学
」
と
し
て
の
「
古
典
」〉
に
位
置
す
る
。
こ
う
し
た
捉
え
方
に
、
大
正
期
当
初
の
垣
内
松
三
の
「
近
世
文
学
の
教
材

化
批
判
」
か
ら
変
化
し
て
い
く
時
代
の
中
に
置
か
れ
た
藤
村
の
状
況
が
窺
え
る
。

儒
教
は
決
し
て
日
本
精
神
そ
の
も
の
で
あ
る
と
は
言
へ
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
わ
が
国
民
文
学
は
、
万
葉
集
に
せ
よ
、
源

氏
物
語
に
せ
よ
、
平
家
物
語
に
せ
よ
、
近
松
・
芭
蕉
・
西
鶴
の
諸
作
に
せ
よ
、
い
づ
れ
も
日
本
人
と
し
て
の
純
粋
な
思
想
感
情
を

も
つ
て
生
れ
出
た
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）
儒
教
万
能
時
代
か
ら
引
き
つ
づ
い
て
ゐ
る
国
典
卑
下
の
風
潮
は
国
語
教
育
に
従
事
す
る

人
々
の
共
同
の
努
力
に
よ
っ
て
、
一
刻
も
早
く
改
む
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
へ
る
。
さ
て
日
本
精
神
は
上
述
の
ご
と
く
、
現
代
と

過
去
に
亙
っ
て
追
究
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。（『
国
語
教
育
論
』「
二
、
日
本
的
精
神
と
国
民
教
育
」）

上
代
〜
近
世
ま
で
を
「
古
典
」
と
し
て
、
近
松
・
芭
蕉
・
西
鶴
も
「
日
本
の
伝
統
的
文
学
」
で
あ
り
、
そ
の
中
の
「
教
材
に
ふ
さ
わ
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し
い
」
作
品
を
教
科
書
に
採
用
す
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
、「
近
代
的
」
な
「
古
典
観
」
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

戦
前
の
岩
波
『
国
語
』
と
戦
後
の
筑
摩
『
国
語
』
に
お
け
る
同
一
教
材
の
本
文
構
成
を
比
較
し
た
余
郷
裕
次
の
指
摘）
₃₉
（

に
よ
る
と
、
特

に
「
現
代
文
」
に
相
当
す
る
論
説
や
評
論
の
文
章
の
教
材
の
構
成
に
み
る
削
除
部
分
な
ど
に
お
い
て
、
戦
前
か
ら
戦
後
へ
の
改
訂
が
著

し
い
と
い
う
。
そ
れ
と
比
較
し
て
、
戦
前
か
ら
「
古
典
」
教
材
で
あ
っ
た
「
大
晦
日
」
や
「
借
家
大
将
」、
芭
蕉
『
奥
の
細
道
』
は
、「
戦

後
も
教
科
書
に
残
っ
た
教
材
」
で
あ
る
と
い
え
る
。

戦
後
の
教
科
書
編
集
に
お
い
て
、
柳
田
国
男
編
『
高
等
学
校　

国
語　

総
合
編
』（
東
京
書
籍
、
昭
30
）
と
『
新
編
国
語
総
合
編
』

（
同
、
昭
33
）
が
『
東
遊
雑
記
』『
お
あ
ん
物
語
』
等
の
近
世
作
品
を
重
視
し
多
く
採
用
し
て
い
る）
₄₀
（

も
の
の
、
そ
れ
は
独
特
な
例
で
あ
る
。

も
と
よ
り
近
世
小
説
、
西
鶴
浮
世
草
子
は
古
典
教
材
の
主
流
で
は
な
く
、
曲
流
文
や
破
格
の
近
世
語
を
含
有
す
る
難
し
さ
を
も
つ
「
応

用
編
」
で
あ
る
こ
と
は
、
戦
前
の
中
学
国
語
教
科
書
で
も
高
学
年
で
の
配
当
で
あ
っ
た
点
か
ら
窺
え
る
。
戦
後
の
談
林
俳
諧
的
手
法
の

分
析
的
観
点
に
よ
る
西
鶴
作
品
評
価
は
、
戦
前
に
は
ま
だ
進
ん
で
お
ら
ず
、
専
ら
「
人
間
乃
至
人
間
生
活
」
の
機
微
を
読
み
取
る
「
小

説
」
の
「
読
み
方
」
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
た
有
名
な
章
話
が
、
普
遍
的
な
テ
ー
マ
で
解
釈
さ
れ
る
古
典
教
材
と
な
っ
て
い
た
。
西
鶴
作

品
が
「
古
典
」
と
な
っ
た
こ
と
、
教
材
に
採
用
さ
れ
た
こ
と
自
体
、
大
正
〜
昭
和
の
「
文
芸
教
育
」
の
経
緯
を
通
過
し
て
き
た
事
情
が

絡
ん
で
い
た
と
み
ら
れ
る
が
、
藤
村
作
が
「
日
本
精
神
」
を
称
揚
し
た
古
典
作
品
教
材
の
中
に
お
い
て
も
、
時
局
的
批
判
の
中
に
お
い

て
も
、
有
名
な
章
段
の
作
品
教
材
は
微
妙
な
均
衡
を
保
ち
続
け
、
古
典
教
材
と
し
て
の
生
命
を
戦
前
か
ら
今
日
ま
で
維
持
し
続
け
て
い

る
、
と
言
え
る
。
し
か
し
そ
れ
に
よ
っ
て
同
時
に
、
戦
前
か
ら
引
き
継
が
れ
た
「
近
代
小
説
的
読
み
」
も
ま
た
、
戦
後
の
西
鶴
作
品
研

究
の
変
化
と
は
別
に
、
あ
る
種
普
遍
的
に
今
日
ま
で
共
有
さ
れ
続
け
て
い
る
と
い
う
問
題
を
孕
む
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
具

体
的
な
教
材
例
に
つ
い
て
、
今
後
も
引
き
続
き
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

注

な
お
、
引
用
箇
所
に
つ
い
て
は
、
引
用
者
が
便
宜
上
現
行
の
字
体
に
改
め
た
。
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（
１
） 

有
働
裕
『「
源
氏
物
語
」
と
戦
争
―
戦
時
下
の
教
育
と
古
典
文
学
―
』（
イ
ン
パ
ク
ト
出
版
会
、
平
14
・
12
）

（
２
） 

有
働
裕
「
教
材
と
し
て
の
西
鶴
作
品
―
変
遷
と
そ
の
意
味
―
」（『
愛
知
教
育
大
学
教
科
教
育
セ
ン
タ
ー
研
究
報
告
』
第
15
号
、
平
３
・
３
）、
堀
切

実
「
西
鶴
と
古
典
教
育
―
『
本
朝
二
十
不
孝
』
教
材
化
案
―
」（『
西
鶴
と
浮
世
草
子
』
第
１
号
、
笠
間
書
院
、　

平
18
・
６
）
等
。

（
３
） 
藤
井
紫
影
「
西
鶴
の
好
色
本
と
遊
女
評
判
記
」（
昭
６
）、
竹
野
静
雄
監
修
『
西
鶴
研
究
資
料
集
成　

昭
和
６
年
・
７
年
』（
ク
レ
ス
出
版
、
平
22
・
10
）

所
収
。

（
４
） 

（
３
）『
西
鶴
研
究
資
料
集
成
』
所
収
。

（
５
） 

「
西
鶴
の
大
衆
化
―
そ
の
註
釈
と
翻
刻
に
つ
い
て
―
」（『
大
阪
朝
日
新
聞
』
昭
６
・
５
・
26
）、（
３
）
所
収

（
６
） 

水
谷
不
倒
「
井
原
西
鶴
」（『
早
稲
田
文
学
』
76
、
77
号
、
明
27
・
11
〜
12
）、
鄭
洲
生
（
島
村
抱
月
）「
人
に
答
ふ
る
書
」（『
早
稲
田
文
学
』
74
、
明
27
・

10
・
25
）『
西
鶴
研
究
資
料
集
成
』、
及
び
竹
野
静
雄
解
説
参
照
。

（
７
） 

（
６
）『
西
鶴
研
究
資
料
集
成
』
所
収
。

（
８
） 

（
２
）
に
同
じ
。

（
９
） 

拙
稿
「
藤
村
作
の
国
語
教
育
論
と
西
鶴
訳
注
の
背
景
―
出
版
状
況
と
「
古
典
普
及
」
活
動
―
」（
福
岡
女
子
大
学
文
学
部
『
文
藝
と
思
想
』
75
、
平

23
・
３
）

（
10
） 

『
八
大
教
育
主
義
』（
玉
川
大
学
出
版
部
、
昭
52
・
７
復
刊
版
）

（
11
） 

中
谷
い
ず
み
「
一
九
一
〇
年
代
に
お
け
る
「
人
格
」
と
「
教
育
」
―
片
上
伸
『
文
芸
教
育
論
』
前
史
―
」（『
国
語
科
教
育
』
第
70
集
、
平
23
・
９
）

（
12
） 

『
国
語
教
育　

第
二
一
巻　

第
七
巻
九
号
（
大
正
11
年
9
月
） 〜
第
七
巻
一
二
号
（
大
正
11
年
12
月
）』（
大
空
社
、
復
刻
版　

平
７
・
４
）

（
13
） 

『
国
語
教
育　

第
二
六
巻　

第
九
巻
五
号
（
大
正
13
年
5
月
） 〜
第
九
巻
八
号
（
大
正
13
年
8
月
）』（
同
前
）

（
14
） 

野
地
潤
家
編
『
国
語
教
育
史
資
料
』（
東
京
法
令
出
版
、
昭
56
・
４
〜
）「
第
一
巻　

理
論
・
思
潮
・
実
践
史
」「
第
六
巻　

年
表
」
参
照
。

（
15
） 

『
国
語
教
育　

第
二
十
巻　

第
七
巻
六
号
（
大
正
11
年
６
月
）
〜
第
七
巻
八
号
（
大
正
11
年
８
月
）』（
同
前
）

（
16
） 

（
12
）
に
同
じ
。

（
17
） 

桑
木
論
文
、
藤
村
論
文
の
本
文
は
共
に
そ
れ
ぞ
れ
『
国
語
教
育
』
復
刻
版
の
誌
面
か
ら
の
引
用
に
拠
る
。

（
18
） 

（
９
）
に
同
じ
。

（
19
） 

藤
村
作
・
島
津
久
基
共
編
『
新
選
中
等
國
文
』（
至
文
堂
、
昭
４
・
１
）
巻
一

（
20
） 

藤
村
作
『
国
語
教
育
論
』（
岩
波
講
座
日
本
文
学　

第
九
回　

岩
波
書
店　

昭
７
・
１
）

（
21
） 

有
働
裕
「『
中
学
国
文
教
科
書
』
に
お
け
る
西
鶴
作
品
に
つ
い
て
」（『
愛
知
教
育
大
学
教
科
教
育
セ
ン
タ
ー
研
究
報
告
』
14
号
、
平
２
・
３
）
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（
22
） 

「
芸
術
家
と
し
て
の
西
鶴
」、『
大
阪
朝
日
新
聞
』
大
正
10
年
１
月
15
日
〜
19
日
記
事
。
後
に
『
上
方
文
学
と
江
戸
文
学
』（
至
文
堂
、
大
11
・
11
）
に
所
収
。

（
23
） 

麻
生
磯
次
『
近
世
生
活
と
国
文
学
』（
至
文
堂
、
大
14
・
10
）

（
24
） 
片
岡
良
一
『
井
原
西
鶴
』（
至
文
堂
、
大
15
・
３
）、
第
五
章
「
芸
術
家
と
し
て
の
強
み
弱
み
」
第
二
節
「
芸
術
観
及
び
小
説
構
成
能
力
」

（
25
） 
『
国
語
と
国
文
学
』
第
７
巻
第
４
号
（
至
文
堂
、
昭
５
・
４
）

（
26
） 

松
本
彦
次
郎
「
藤
村
助
教
授
の
講
演
に
就
い
て
」、
三
井
甲
之
「
西
鶴
に
就
い
て
」、
共
に
『
西
鶴
研
究
資
料
集
成　

大
正
２
年
〜
８
年
』（
ク
レ
ス
出

版
、
平
５
・
12
）
所
収
。

（
27
） 

染
谷
智
幸
『
西
鶴
小
説
論
―
対
照
的
構
造
と
〈
東
ア
ジ
ア
〉
へ
の
視
界
―
』（
翰
林
書
房
、
平
17
・
３
）、
第
二
部
第
四
章
「〈
性
〉
の
回
遊
式
庭
園

― 「
好
色
」
か
つ
「
一
代
男
」
た
る
こ
と
の
至
難
を
め
ぐ
っ
て
」

（
28
） 

暉
峻
康
隆
「
聯
想
の
文
学
―
俳
諧
的
手
法
に
つ
い
て
―
」（『
俳
句
生
活
』
第
５
巻
５
号
、
昭
13
・
５
）

（
29
） 

藤
村
作
「
文
体
上
の
『
俳
諧
的
』」（『
俳
句
研
究
』
第
５
巻
２
号
、
昭
13
・
２
）、『
西
鶴
研
究
資
料
集
成
』
所
収
。

（
30
） 

岡
崎
義
恵
『
芸
術
と
し
て
の
俳
諧
』（
要
書
房
、
昭
25
・
２
）
他
。
な
お
、
藤
村
の
言
説
で
は
「
愛
の
人
近
松
」（『
上
方
文
学
と
江
戸
文
学
』、（
22
））

の
よ
う
に
、
近
松
の
人
格
的
要
素
を
称
揚
し
て
い
る
傾
向
が
感
じ
ら
れ
る
。

（
31
） 

眞
有
澄
香
『「
読
本
」
の
研
究
―
近
代
日
本
の
女
子
教
育
―
』（
お
う
ふ
う
、
平
17
・
６
）

（
32
） 

八
波
則
吉
編
『
現
代
女
子
国
語
読
本
』（
東
京
開
成
館
、
大
13
・
10
初
版
、
昭
12
・
８
修
正
七
版
）、
本
文
引
用
も
拠
る

（
33
） 

諸
井
耕
二
「
旧
制
中
学
校
教
科
書　

岩
波
編
集
部
編
『
国
語
』
全
十
巻
を
め
ぐ
っ
て
」（『
宇
部
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
報
告
』
第
36
号
、
平
２
・
３
）

（
34
） 

藤
村
作
編
『
大
正
読
本
』（
大
日
本
図
書
、
大
１
・
10
初
版
、
大
２
・
１
訂
正
再
版
）

（
35
） 

橋
本
暢
夫
『
中
等
学
校
国
語
科
教
材
史
研
究
』（
渓
水
社
、
平
14
・
７
）「
第
Ⅰ
編　

現
代
文
教
材
の
進
出
に
よ
る
教
科
内
容
の
創
成
」
よ
り
、
第
一
章

「
坪
内
逍
遥
作
品
の
教
材
化
の
状
況
と
そ
の
史
的
役
割
」、
第
二
章
「
徳
富
蘆
花
作
品
の
教
材
化
の
状
況
と
そ
の
史
的
役
割
」
等
。

（
36
） 

藤
村
作
編
『
帝
国
新
国
文
』（
帝
国
書
院
、
昭
７
・
11
、
昭
８
・
８
訂
正
発
行
）

（
37
） 

（
２
）
に
同
じ
。

（
38
） 

野
地
潤
家
『
国
語
教
育
学
史
研
究
』（
渓
水
社
、
平
23
・
２
）、
第
三
章
「「
国
語
教
育
学
会
」
の
役
割
・
業
績
」

（
39
） 

余
郷
裕
次
「
同
一
教
材
に
拠
る
戦
前
戦
後
の
比
較
―
岩
波
『
国
語
』
と
筑
摩
版
『
国
語
』
と
の
同
一
教
材
を
中
心
に
―
」（『
国
語
教
育
研
究
』
第

30
号
、
昭
61
・
８
）

（
40
） 

杉
本
仁
『
柳
田
国
男
と
学
校
教
育
―
教
科
書
を
め
ぐ
る
諸
問
題
―
』（
梟
社
、
平
23
・
１
）
第
三
章
「
国
語
教
科
書
」
四
「
高
等
学
校
国
語
教
科
書
」

よ
り
「
固
定
教
材
の
排
除
と
近
世
作
品
重
視
」




